
中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の

経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
(
二
・

5

中

内

清

は
じ
め
に

一
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
組
織
化
(
以
上
、
第
三
五
巻
第
四
号
)

二
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
と
経
済
計
画

三
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
経
済
的
位
置
・
役
割

む
す
び
(
以
上
、
本
号
〉

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

人

四
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

四
六

ニ
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
と
経
済
計
画

既
に
見
た
ご
と
く
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
活
動
が
、
共
に
国
家
の
経
済
計
画
に
組
込

ま
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け
る
経
済
計
画
実
施
二
年
目
に
当
る
一
九
五

O
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

社
会
主
義
経
済
建
設
の
必
要
条
件
と
し
て
、
主
要
生
産
手
段
の
固
有
化
と
こ
れ
を
前
提
と
す
る
経
済
の
計
画
化
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の

経
済
計
画
に
、
国
営
地
域
企
業
や
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
業
務
活
動
が
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
て
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を

経
て
組
込
ま
れ
る
に
至
る
か
を
、
ま
た
、
生
産
手
段
の
供
給
、
生
産
物
価
格
、
サ
ー
ビ
ス
料
金
、
賃
銀
等
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
ソ
同
盟
、
東
欧
諸
国
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
主
義
諸
国
の
中
で
は
、
ソ
同
盟
や
ア
ジ
ア
の
諸
社
会
主
義
国
と
並
ん
で

経
済
的
中
央
統
制
が
強
力
に
行
わ
れ
て
い
る
固
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
計
画
の
樹
立
過
程
に
於
て
は
、
下
か
ら
上
へ
、
地
方
か
ら
中

央
へ
と
い
う
過
程
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
計
画
は
こ
の
下
か
ら
上
へ
の
過
程
で
後
に
見
る
ご
と
く
、
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
結

合
し
て
い
る
三
つ
の
系
統
を
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
央
機
関
で
最
終
的
に
国
家
経
済
計
画
と
し
て
総
合
・
決
定
さ
れ
、
後
に
下
部
・

地
域
機
関
へ
と
送
ら
れ
実
施
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
作
成
か
ら
実
施
に
至
る
迄
の
過
程
を
考
察
し
よ
う
。

ま
ず
、
各
県
の
人
民
評
議
会
の
作
業
か
ら
考
察
し
よ
う
。

各
県
人
民
評
議
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
全
体
に
関
す
る
経
済
発
展
の
指
標
を
立
案
す
る
。
そ
の
際
こ
の
人
民
評
議
会
に
所
属
す
る
各
企

業
と
そ
の
事
業
体
は
、
各
々
の
経
済
発
展
の
諸
条
件
や
可
能
性
を
前
提
と
し
て
年
間
経
済
計
画
や
五
カ
年
経
済
計
画
の
原
案
の
基
礎
と
な

る
指
標
を
作
成
す
る
。
こ
の
際
生
産
増
加
の
諸
条
件
や
そ
の
潜
在
的
可
能
性
を
熟
知
し
て
い
る
国
営
地
域
企
業
及
び
そ
の
事
業
体
は
、
労

働
力
と
生
産
手
段
と
の
最
も
効
率
的
な
使
用
、
各
経
済
事
業
体
の
確
実
な
発
展
、
国
民
経
済
計
画
の
一
カ
年
間
な
い
し
は
五
カ
年
間
の
計



面
目
標
の
確
実
な
達
成
等
を
最
も
基
本
的
な
点
と
し
て
留
意
し
つ
つ
、
経
済
計
画
原
案
の
基
礎
と
な
る
指
標
作
成
の
た
め
に
、
緊
密
な
相

互
の
共
同
作
業
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。

各
国
営
地
域
企
業
及
び
事
業
体
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
経
済
計
画
原
案
作
成
の
基
礎
と
な
る
指
標
を
、
各
県
の
地
域
企
業
組

織
ま
た
は
地
域
企
業
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
は
所
属
す
る
人
民
評
議
会
へ
提
出
す
る
の
で
科
!
?
。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
経
済
計
画
原
案
作
成
の
基
礎
と
な
る
指
標
を
受
取
る
地
域
機
関
な
い
し
中
央
機
関
は
、
各
県
段
階
な
い

し
は
国
民
経
済
段
階
で
の
各
生
産
部
門
な
い
し
は
各
亜
部
門
で
の
生
産
に
つ
い
て
の
、
全
体
的
展
望
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
展
望
を
前
提

と
し
て
経
済
計
画
原
案
作
成
の
為
に
、
相
互
に
緊
密
な
共
同
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
社
会
・
経
済
発
展
を
目
的
と
す
る
全
国
経
済
計
画
作
成
作
業
が
各
地
域
の
経
済
・
行
政
諸
単
位
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
過
程

に
於
て
諸
事
業
体
、
諸
企
業
、
人
民
評
議
会
、
中
央
機
関
等
に
よ
る
組
織
的
な
相
互
交
流
が
重
視
さ
れ
、
こ
の
過
程
を
通
し
て
原
案
の
体

系
化
が
は
か
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
済
計
画
作
成
方
法
は
、
国
営
地
域
企
業
な
ら
び
に
各
事
業
所
の
集
団
的
指
導
機
関
の
責
任
を
増
大
さ
せ
た
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
地
域
機
関
な
ら
び
に
中
央
機
関
は
、
経
済
計
画
作
成
に
関
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
社
会
的
・
経
済
的
発

展
に
関
す
る
一
般
的
諸
問
題
の
解
決
以
外
に
、
地
域
経
済
発
展
の
為
に
効
率
的
な
援
助
を
な
す
必
要
性
が
増
大
し
、
こ
の
任
務
を
も
果
た

す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

次
に
第
二
の
系
統
で
あ
る
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
業
務
活
動
が
全
国
経
済
計
画
に
組
込
ま
れ
る
過
程
に
つ
い
て
見
よ

、
「
ノ
。

手
工
業
者
協
同
組
合
も
、
そ
れ
が
所
在
す
る
地
域
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
へ
の
寄
与
を
通
し
て
、
全
国
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

四
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

四
i¥ 

の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
基
本
方
針
の
下
に
於
て
、
各
県
の
手
工
業
者
協
同
組
合
連
合
は
、
手
工
業
者
協
同
組
合
活
動
の
県

段
階
で
の
計
画
案
を
作
成
す
る
ば
あ
い
、
同
じ
く
県
の
農
業
生
産
協
同
組
合
連
合
お
よ
び
消
費
協
同
組
合
連
合
と
共
同
し
て
作
成
す
る
。

さ
ら
に
地
域
詰
事
業
体
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
の
基
本
路
線
を
念
頭
に
お
き
、
手
工
業
者
協
同
組
合
連
合
の
計
画
案
を
こ
の
基
本
路
線

に
統
合
す
る
為
に
、
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
と
も
こ
の
計
画
案
を
検
討
し
、
共
同
し
て
原
案
を
作
成
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
し
た
原
案
を
手
工
業
者
協
同
組
合
県
連
合
(
お
よ
び
農
業
生
産
協
同
組
合
、
消
費
協
同
組
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
県

連
合
〉
は
手
工
業
者
協
同
組
合
中
央
連
合
(
農
業
生
産
協
同
組
合
連
合
、
消
費
協
同
組
合
県
連
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
連
合
)

へ
提
出
す

る
と
と
も
に
、
県
ハ
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
許
議
会
執
行
委
員
会
へ
も
提
出
す
る
。

手
工
業
者
協
同
組
合
中
央
連
合
(
お
よ
び
農
業
生
長
協
同
組
合
、
消
費
協
同
組
合
の
各
中
央
連
合
)
ば
全
国
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展

を
目
的
と
す
る
全
国
経
済
計
画
へ
の
こ
の
原
案
の
組
込
み
を
目
的
と
し
て
、
国
家
計
回
委
員
会
色
。
自
位
。

E-
号

ω片
山
門
出
-

P
ユ
む
そ
の
他
の
中
央
機
関
と
共
同
作
業
を
行
う
。

HU-m口
氏
-na

第
三
の
系
統
と
し
て
地
域
行
政
機
関
か
ら
の
系
統
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
行
政
機
関
で
あ
る
市
・
町
・
コ
ミ
ュ

l
ン
の
各
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
も
、
各
々
地
域
の
経
済
事
業
体
お
よ
び
協
同
組
合
か
ら

提
出
さ
れ
た
経
済
計
画
原
案
作
成
の
基
礎
と
な
る
指
標
を
前
提
と
し
て
、
各
地
域
の
経
済
的
発
展
を
目
的
と
し
て
計
画
案
を
作
成
す
る
。

こ
の
計
画
案
は
日
米
〈
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
へ
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
評
議
会
は
所
属
す
る
地
域
行
政
諸
機
関
、
国
営
地

域
企
業
の
県
組
織
又
は
企
業
グ
ル
ー
プ
や
協
同
組
合
連
合
と
協
力
し
て
、
地
域
経
済
諸
事
業
体
の
計
画
原
案
を
作
成
し
、
さ
ら
に
各
県

(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
を
呂
的
と
す
る
計
画
原
案
を
作
成
す
る
。

県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
段
階
に
於
け
る
経
済
計
画
原
案
作
定
作
業
は
地
域
計
画
委
員
会

(
n
o
s
-
∞
5
0門

H
O
H
L
E
-
-



同

-
S
H
O
Zユ
円
。
ユ
也
前
)
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
。

こ
の
地
域
計
画
委
員
会
は
国
営
中
央
所
属
企
業
を
も
含
め
て
国
営
企
業
の
県
(
ま
た
は

ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
の
為
の
一
カ
年
計
画
原
案
や
五
カ
年
計
画
原
案
を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
地
域
計
画
委
員
会
は

そ
の
計
画
原
案
を
中
央
機
関
で
あ
る
国
家
計
画
委
員
会
及
び
人
民
評
議
会
諸
問
題
委
員
会
へ
提
出
す
る
。

以
上
の
如
く
、
経
済
計
画
案
は
下
か
ら
上
へ
と
、
す
な
わ
ち
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
そ
し
て
地
域
行
政
機
関
か
ら
、

県
段
階
諸
機
関
を
経
て
、
中
央
諸
機
関
へ
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
作
成
さ
れ
た
計
画
案
は
、
全
国
の
社

会
的
・
経
済
的
発
展
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
大
国
民
議
会
で
討
議
さ
れ
承
認
さ
れ
る
。

経
済
計
画
の
大
国
民
議
会
に
於
け
る
討
議
と
承
認
に
続
い
て
閣
議

2
8由
巳
己
含
冨
宮
古
立
)
は
、
年
間
計
画
の
四
半
期
毎
及
び
月

毎
の
主
要
課
題
を
、
計
画
遂
行
機
関
で
あ
る
各
省
庁
、
そ
の
他
の
中
夫
諸
機
関
及
び
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
執
行

委
員
会
に
割
当
て
る
。

各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
は
全
国
経
済
計
画
の
目
標
を
基
礎
と
し
て
、
地
域
に
所
属
す
る
諸
事
業
体

の
活
動
や
協
同
組
合
諸
組
織
の
活
動
、
及
び
中
央
所
属
の
諸
事
業
体
の
活
動
等
を
も
包
括
す
る
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
の
社
会

的
・
経
済
的
発
展
計
画
を
決
定
す
る
。
こ
の
各
地
域
の
経
済
計
画
は
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
の
討
議
に
委
ね
ら
れ

る
。
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
で
の
こ
の
経
済
計
画
の
承
認
の
後
、
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会

執
行
委
員
会
は
、
目
標
を
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
諸
機
関
に
割
当
て
る
。
市
(
ブ
カ
レ
ス
ト
市
の
ば
あ
い
は
区
)
、
町
、

コ
ミ
ュ

l
ン
の
人

民
評
議
会
執
行
委
員
会
は
各
々
そ
の
割
当
て
ら
れ
た
目
標
を
基
礎
と
し
て
、
各
々
の
市
(
区
)
、
町
、

コ
ミ
ュ

i
ン
の
社
会
的
・
経
済
的
発

展
を
目
的
と
し
て
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
民
評
議
会
に
対
し
て
そ
の
計
画
の
討
議
と
承
認
を
求
め
る
。
人
民
評
議
会
に
於
け
る

経
済
計
画
承
認
後
、
直
属
す
る
諸
事
業
体
に
計
画
指
標
が
割
当
て
ら
れ
る
。
各
地
域
経
済
事
業
体
は
、
工
場
、
課
、
作
業
場
毎
に
指
標
を

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

四
九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
0 

割
当
て
る
。
各
々
の
生
産
体
は
こ
の
指
標
を
、
責
任
を
持
っ
て
遂
行
す
る
為
に
必
要
と
さ
れ
る
方
策
を
決
定
し
、
そ
の
後
、
全
労
働
者
大

会
が
開
催
さ
れ
る
。
全
労
働
者
大
会
ば
労
働
者
委
員
会
の
活
動
を
検
討
す
る
と
共
に
、
年
間
計
画
の
討
議
、
お
よ
び
計
画
の
実
施
、
指
標

の
超
過
達
成
写
を
目
標
と
す
る
技
術
的
・
組
織
的
諸
措
置
を
討
議
す
る
。

協
同
組
合
組
織
に
於
て
は
、
年
間
計
画
及
び
五
カ
年
計
画
は
各
協
同
組
合
組
織
の
定
款
に
基
づ
い
て
承
認
さ
れ
る
。
協
同
組
合
も
全
国

の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
を
目
的
と
す
る
単
一
の
全
国
経
済
計
画
に
よ
っ
て
割
当
て
ら
れ
た
指
標
を
、
組
合
内
部
に
於
て
達
成
し
な
け
れ

(
凹
叩
)

ば
な
ら
な
い
。

以
上
が
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
や
サ
ヲ
ピ
ス
業
務
活
動
が
令
一
国
的
経
済
計
画
の
一

し
て
組
込
ま
れ
、
ま

た
実
施
に
移
き
れ
る
過
程
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
は
そ
の
大
部
分
が
消
費
財
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て

こ
れ
ら
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
種
類
と
量
と
価
格
、
な
い
し
は
そ
れ
ら
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
種

類
、
量
、
料
金
ほ
、
労
働
者
や
農
民
の
生
活
水
準
、
消
品
質
構
造
(
表
汀
)
を
直
接
規
定
す
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
決
定
さ
れ

る
際
の
方
針
や
手
続
き
に
つ
い
て
考
禁
し
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
国
首
地
域
企
業
や
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
量
・
種
類
・
価
格
及
び
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
円
一
旦
・
種
類
・
料
金
を

決
定
す
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
は
、
そ
れ
ら
の
企
業
や
組
合
の
投
資
額
で
あ
る
。

既
に
み
た
ご
と
く
、
革
命
前
の
原
料
供
給
国
型
的
・
植
民
地
型
的
産
業
構
造
か
ら
脱
却
す
る
為
に
ル
ー
マ
ニ
ア
は
、
革
命
後
、
各
産
業

部
門
間
の
均
衡
の
と
れ
た
「
多
面
的
一
な
発
展
を
目
的
と
し
て
、
連
れ
て
い
た
生
産
手
段
生
産
部
門
日
第
一
部
門
の
発
展
重
視
の
経
済
政

策
を
遂
行
し
マ
き
た
。
投
資
の
絶
対
額
に
於
て
も
そ
の
増
加
率
に
於
て
も
、
消
費
資
料
生
産
部
門
日
第
二
部
門
に
大
部
分
が
属
す
る
国
営
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飲食費

衣服費

住居・光熱費

う ち 家 賃

電気・ガス代

その他

家具・什器費

う ち 家 具

その他家庭用品費と維持費

医療費

運輸・通信費

教育・文化費

そ の 他

計
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資料

地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
は
相
対
的
に
低
位
で
あ
っ

た
。
ま
た
第
二
部
門
に
於
て
も
、
国
営
部
門
へ
の
投
資
額
が
九
五

Mm
を
占
め
て
い
た
。

勿
論
、
消
費
資
料
生
産
部
門
に
大
部
分
が
属
す
る
国
営
地
域
企

業
等
へ
の
投
資
が
無
視
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
。

一
九
五
三
年

八
月
一
九
日
|
ニ

0
日
間
に
開
催
さ
れ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党

中
央
委
員
会
総
会
は
、
国
民
経
済
の
発
展
、
労
働
者
の
文
化
的

物
質
的
生
活
水
準
の
上
昇
に
と
っ
て
、
国
営
地
域
企
業
の
発
展
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
消
費
資
料
生
産
部
門
、
国
営
地
域

企
業
部
門
へ
の
投
資
の
増
大
を
決
議
し
て
い
る
。
国
営
地
域
企
業

の
発
展
の
為
に
一
九
五
四
年
に
投
資
し
た
金
額
は
一
九
五
一
年
の

ぞ
れ
の
五
倍
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
八
年
の

聞
に
、
中
央
省
庁
か
ら
移
管
さ
れ
た
生
産
事
業
体
を
も
含
め
て
、

国
営
地
域
企
業
に
一
二
億
レ
イ
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

約
七
億
レ
イ
が
各
種
設
備
・
建
設
投
資
で
あ
っ
た
。
こ
の
投
資
財

源
は
、
国
家
中
央
基
金
か
ら
の
割
当
て
と
、

一
九
五
一
年
以
降
、

人
民
議
会
に
於
て
積
立
て
ら
れ
て
来
た
国
営
地
域
企
業
の
利
益
金

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五

と
が
当
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
九
五
五
年
に
は
国
営
地
域
企
業
の
利
益
金
が
国
営
地
域
企
業
の
年
間
投
資
総
額
を
超
過
し
た
。

一
九
五
入

年
に
は
こ
の
利
益
金
は
各
県
に
於
け
る
国
営
地
域
企
業
発
展
の
為
の
投
資
総
額
の
三

l
三
倍
に
達
し
た
。
こ
れ
は
人
民
評
議
会
の
財
源
と

な
り
地
域
経
済
の
他
の
分
野
へ
の
投
資
財
源
と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
過
程
に
於
て
、
第
一
部
門
に
比
し
、
投
資
の
絶
対
額
に
於
て
も
、
ま
た
そ
の
増
加
率
に
於
て
も
低
位
で
あ
る
と
は
い
え
、

第
二
部
門
に
大
部
分
は
所
属
す
る
国
営
地
域
企
業
の
生
産
能
力
も
年
々
増
大
し
、
そ
の
供
給
す
る
生
産
物
も
質
・
量
共
に
増
加
し
た
。

次
に
技
術
(
労
働
手
段
)
日
原
材
料
の
供
給
に
つ
い
て
み
よ
う
。

計
画
指
標
達
成
の
為
に
は
技
術
(
労
働
手
段
)
日
原
材
料
供
給
体
制
の
確
立
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業

者
協
同
組
合
の
発
展
、
そ
れ
ら
の
生
産
す
る
消
費
財
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
内
容
の
多
様
化
、
こ
れ
ら
は
生
産
物
流
通
量
の
増
大
、
国
営

地
域
企
業
と
国
営
中
央
所
属
企
業
と
の
共
同
関
係
の
発
展
・
緊
密
化
、
国
営
地
域
企
業
と
手
工
業
者
協
同
組
合
と
の
関
係
の
強
固
化
等
を

も
た
、
り
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
の
変
化
・
発
展
に
よ
っ
て
、
技
術
(
労
働
手
段
)
リ
原
材
料
の
確
保
と
そ
の
供
給
体
制
の
整
備
が
、

国
営
地
域
企
業
や
手
工
業
者
協
同
組
合
に
と
っ
て
は
特
に
重
要
と
な
っ
た
。

各
事
業
体
が
原
材
料
、
燃
料
、
そ
の
他
の
生
産
資
材
を
必
要
と
す
る
ば
あ
い
、

一
連
の
手
続
き
が
要
求
さ
れ
る
。

国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
各
事
業
所
は
、
ま
ず
生
産
計
画
を
決
定
し
、
原
材
料
等
の
必
要
量
を
決
定
す
る
。
こ
の
算

定
さ
れ
た
原
材
料
必
要
量
の
妥
当
性
如
何
は
、
国
営
中
央
所
属
企
業
や
他
の
国
営
地
域
企
業
等
の
必
要
量
と
の
比
較
を
基
礎
と
し
て
検
討

さ
れ
る
。
原
材
料
必
要
量
の
妥
当
性
の
科
学
的
・
技
術
的
検
討
の
後
、
ま
た
地
域
の
全
原
材
料
等
の
均
衡
関
係
等
に
も
重
点
を
お
い
て
の

検
討
の
後
、
各
県
(
お
よ
び
ブ
カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
、
お
よ
び
各
県
協
同
組
合
連
合
は
、
生
産
計
画
に
応
じ
た
必
要

量
供
給
計
画
を
決
定
す
る
。
そ
の
際
に
は
生
産
力
お
よ
び
地
域
原
材
料
の
完
全
利
用
、
原
材
料
消
費
量
と
備
蓄
量
と
の
標
準
的
な
比
率
等



を
前
提
と
し
て
の
適
切
な
原
材
料
消
費
量
が
決
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

必
要
と
す
る
原
材
料
が
供
給
さ
れ
る
ば
あ
い
に
は
供
給
側
と
需
要
側
の
両
者
間
で
経
済
面
で
の
契
約
が
締
結
さ
れ
る
。

l土
原
材
料
等
が
国
営
地
域
企
業
や
手
工
業
者
協
同
組
合
へ
供
給
さ
れ
る
ば
あ
い
、
大
量
の
原
材
料
、
燃
料
等
が
供
給
さ
れ
る
ば
あ
い
に

一
般
的
に
は
そ
の
生
産
者
か
ら
需
要
者
へ
直
接
支
給
さ
れ
る
。
他
方
大
量
に
で
は
な
い
ば
あ
い
に
は
、
し
か
も
一
般
的
に
広
く
使
用

さ
れ
る
原
材
料
の
ば
あ
い
に
は
、
技
術
(
労
働
手
段
)
U
原
材
料
供
給
省
(
冨

E
E
o
E
U
〉
官
。

4
E。
忌
忌
寸

O
V
E
g
-
Z巳
2
E
)

お
よ
び
固
定
基
金
供
給
管
理
局
色
。
己
B
H己
の

g
宮
含
三
H

・
2
3
E
C
Z
2
E凶
ろ
に
所
属
す
る
各
県
の
技
術
(
労
働
手
段
)
H原
材

料
供
給
基
地
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
こ
の
各
県
に
あ
る
技
術
(
労
働
手
段
)
リ
原
材
料
供
給
基
地
は
供
給
者
(
労
働
手
段
・
原
材
料
生
産

者
)
に
も
需
要
者
(
労
働
手
段
・
原
材
料
消
費
者
、
受
給
者
)
に
も
地
理
的
に
近
く
、
し
た
が
っ
て
国
営
地
域
企
業
や
手
工
業
者
協
同
組

合
の
諸
事
業
体
の
事
情
、
条
件
等
に
迅
速
、
適
切
に
対
応
し
て
技
術
(
労
働
手
段
)
H原
材
料
等
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
こ
の
基
地
は
大
量
に
で
は
な
い
が
一
般
に
使
用
さ
れ
る
原
材
料
を
、
必
要
に
応
じ
て
効
率
的
に
地
域
需
要
者
へ
支
給
し
う
る
と

い
う
利
点
と
共
に
、

一
個
所
の
基
地
に
多
様
な
種
類
の
貨
物
を
集
中
保
管
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
を
高
め
う
る
と
い
う
利
点
を
も
、
合

せ
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
技
術
(
労
働
手
段
)
日
原
材
料
供
給
基
地
は
、
地
域
の
経
済
事
業
体
へ
の
技
術
(
労
働
手
段
)
U原
材
料
供
給
体
制
を
現
実

に
計
画
し
、
組
織
し
、
監
視
す
る
こ
と
に
も
関
与
す
る
こ
と
と

h
?

以
上
の
如
き
過
程
で
の
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
等
の
生
産
力
の
上
昇
は
、
原
料
供
給
基
盤
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
条
件
の
下
で
、
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
等
に
於
て
、
原
材
料
と
し

て
、
生
産
屑
の
利
用
度
拡
大
、
魔
棄
物
の
再
利
用
等
が
重
視
さ
れ
る
に
至
つ
匂

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
四

生
産
屑
や
使
用
済
物
資
の
有
効
利
用
の
可
能
性
は
大
き
い
。
工
業
化
の
進
展
に
伴
い
生
産
屑
廃
棄
物
、
使
用
済
物
資
は
多
様
化
し
増
加

し
た
。
鉄
屑
、
非
鉄
金
属
屑
、
木
材
屑
、
繊
維
層
、
紙
屑
、
ガ
ラ
ス
層
、
皮
革
層
、
動
物
の
骨
・
内
臓
等
が
重
要
資
源
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
国
家
及
び
党
は
こ
れ
ら
の
回
収
と
有
効
利
用
の
促
進
を
決
定
し
て
い
る
。
国
内
に
存
在
す
る
未
利
用
資
源
の
完
全
な
利
用
と
こ
れ
を

通
し
て
の
輸
入
の
抑
制
、
外
貨
の
節
約
・
有
効
利
用
が
そ
の
目
的
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
の
諸
政
策
の
結
果
、
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
量
が
増
加
し
た
。

一
九
七

O
年
に
比
較
し
て
一
九
七
五
年
に
は
品
目
刷
に
見

る
に
繊
維
暦
日
ニ
・
三
五
倍
、
紙
屑
U

一
・
七
倍
、
木
材
屑
日
一
・
六
五
倍
、
古
鉄
日
一
・
四
四
倍
、
非
鉄
金
属
屑
日
一
・
一
ニ
ム
ハ
i
一・

四
O
倍
で
あ
る
。
こ
の
回
収
強
化
に
よ
る
原
料
増
加
分
に
よ
っ
て
、

一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
生
産
額
増
加
分
は
、

Z
A
年
間

で
約
一
六
億
五
千
レ
イ
で
あ
り
、
こ
の
約
七

O
M
U
一
一
億
六
千
万
レ
イ
は
手
工
業
者
協
同
組
合
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
額
は
五
カ
年
計
画
の
自
標
を
超
過
す
る
も
の
で
あ
り
、

突
然
繊
維
ラ
シ
ャ
地
日
七
、

二
五

0
ト
ン
、

羊
毛
日
二
、

一ニ五

O
ト

ン
、
毛
織
物
(
械
椴
〉
日
五
五
万
五
、

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル
、
手
工
芸
繊
維
製
品
三

O
万
個
、
編
物
製
品
日
一
二
二
万
五
、

0
0
0着

ボ
ー
ル
紙
・
厚
紙
日
二
万
八
、

C
C
Cカ
ー
ト
ン
、
木
材
H
九
万
立
万
メ
ー
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
U
二
、
五
三

0
ト
ン
等
が
主
要

な
も
の
で
あ
る
。

鉄
の
原
料
に
関
し
て
は
、
家
庭
か
ら
出
る
鉄
清
が
鉄
鉱
石
と
共
に
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

例
え
ば
ド
ゥ
ン
ボ
ヴ
ィ
ツ
ア
県

(
E
B
g
iぢ
)
の
国
営
地
域
企
業
ガ
イ
エ
シ
テ
ィ
(
の
位
。
官
。

で
は
屑
鉄
の
合
理
的
利
用
に
よ
っ

て
、
ス
ノ
ウ
・
フ
ェ
ン
ス
U

一
万
個
を
製
造
し
た
。
こ
れ
は
鉄
板
約
九
む
ト
ン
相
当
で
あ
る
。
こ
の
屑
鉄
利
用
に
よ
っ
て
一
五
万
レ
イ
が

〈

明

川

)

節
約
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
工
場
は
酸
化
鉄
の
生
産
に
屑
鉄
等
を
使
用
し
、
酸
化
鉄
ト
ン
当
り
二
、
三

O
Oレ
イ
を
節
約
し
て
い
る
。

非
鉄
金
属
に
関
し
て
も
同
様
の
方
針
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
自
動
車
工
場
等
か
ら
出
る
ア
ル
ミ
屑
を
国
営
地
域
企
業
が
電
気
製



(
何
叩
)

品
の
部
品
位
加
工
し
て
い
る
。

木
材
屑
に
関
連
し
て
は
、
例
え
ば
ル
ム
ニ
ク
・
ヴ
ル
チ
ェ
ア
(
同
氏
自
己

2
ぐ
ロ
円

g)
の
国
営
地
域
企
業
(
の
・
同
・
ど
は
装
飾
用
ベ
ニ

ア
板
の
製
造
時
に
発
生
す
る
胡
桃
の
木
の
木
端
板
を
燃
料
と
し
て
用
い
ろ
か
、
市
場
で
販
売
す
る
か
し
て
い
る
。
年
間
三
、

0
0
0立
方

メ
ー
ト
ル
の
胡
桃
の
木
を
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
六

O
O立
方
メ
ー
ト
ル
の
木
端
板
が
発
生
す
る
。
こ
れ
は
立
万
メ
ー
ト
ル
当
り
七

O

。
レ
イ
で
売
ら
れ
る
。
し
か
し
国
営
地
域
企
業
は
と
の
木
端
板
を
吏
に
加
工
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
額
縁
、
貴
重
品
置
、
置
き

物
、
置
き
棚
、
玩
具
、
家
具
、

ス
ポ
ー
ツ
器
具
等
々
で
あ
る
。
年
々
発
生
す
る
六

O
O立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
胡
桃
の
木
端
板
を
市
場
の

要
求
に
合
っ
た
価
値
の
あ
る
生
産
物
に
加
工
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
営
地
域
企
業
事
業
体
の
材
木
供
給
事
情
は
改
善
さ
れ
、
地
域
企
業
に

と
っ
て
可
能
と
な
る
年
生
産
増
加
額
は
一
二

O
万
レ
イ
に
達
す
る
。
し
か
も
他
か
ら
供
給
を
さ
れ
る
場
合
に
要
す
る
経
費
約
三
万
二
、
。

。
。
レ
イ
が
不
要
で
あ
る
。
こ
の
木
端
板
加
工
に
よ
っ
て
の
-
H
-
F

は
追
加
利
益
二
五
万
レ
イ
か
ら
三

O
方
レ
イ
の
経
済
的
成
果
を
あ
げ

(

m
印
〉

る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

繊
維
・
織
物
屑
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
九
七

O
年
の
閣
議
に
於
て
、
使
用
済
繊
維
製
品
の
回
収
促
進
策
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
に
基
づ
き
各
県
(
ま
た
は
ブ
カ
レ
ス
ト

市
)
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
は
使
用
済
繊
維
・
織
物
屑
の
回
収
策
と
そ
の
合
理
的
且
有
効
な
利
用
方
法
を
示
し
た
。
回
収
に
は
共
産
主

義
者
青
年
同
盟

(
O
品
ω巳
N

回全日
o
d巳ロ
E
d
D
2
2己
己
の
。
S
5
2
3
や
ピ
オ
ニ

l
ル
、
婦
人
組
織
、
街
委
員
会

(
8
5広
OHo-o
仏
命

的
け

B
&
)
お
よ
び
居
住
地
委
員
会
(
の
0
5
ロ
2
0
-
o
g
o
n
E
Z
H
O吋
念
日
0
2円
。
ユ
)
等
が
参
加
し
て
い
る
。

布
は
事
業
体
ロ

-n・
〉
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
、

繊
維
・
織
物
屑
は
国
営
地
域
企
業
に
於
て
マ
ッ
ト
レ
ス
、
毛
布
、
研
磨
用
材
料
、
紐
編
み
子
供
服
等
に
加
工
さ
れ
、
ま
た
操
り
切
れ
た

一
部
分
は
輸
出
に
ま
わ
き
れ
他
の
部
分
は
ソ
フ
ァ
等
の
詰
め
綿
と
し
て
使
用
さ
れ
や

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
六

ま
た
一
九
七
三
年
、
ブ
カ
レ
ス
ト
市
の
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
は
、
こ
れ
ら
の
原
材
料
に
依
拠
し
て
台
所
用
前
掛
け
リ
一
一
万
五
、

0
0
0点
以
上
、
婦
人
服
日
六
五

O
曹
、
男
性
用
シ
ャ
ツ
日
一
万
八
、
。
。
。
着
、
理
髪
庖
用
タ
オ
ル
日
四
、

0
0
0本
等
を
生
産
し
、

そ
の
総
額
は
四
五

O
万
レ
イ
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

故
紙
も
そ
の
回
収
が
促
進
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る

Q

故
紙
回
収
量
は
紙
消
費
量
に
比
し
非
常
に
少
い
。
特
に
家
庭
で
消
費
さ

れ
た
紙
に
つ
い
て
は
そ
の
故
紙
の
回
収
量
が
少
な
い
。
だ
が
故
紙
一
ト
ン
は
木
材
二
・
六
立
万
メ
ー
ト
ル
に
等
し
い
。
繊
維
・
織
物
屑
回

収
と
同
じ
く
、

ハ
お
)

れ
た
。

一
九
七

O
年
閣
議
に
於
て
故
紙
の
回
収
強
化
が
決
定
さ
れ
、

一
九
七
五
年
ま
で
に
約
一
九
万
五
、

0
0
0ト
ン
が
回
収
さ

ガ
ラ
ス
屑
も
回
収
さ
れ
再
利
用
が
計
ら
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
披
片
の
溶
解
・
加
工
用
の
近
代
的
設
備
を
備
え
る
工
場
が
建
設
さ
れ
、
年

間
約
六

0
0ト
ン
の
ガ
ラ
ス
破
片
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ガ
ラ
ス
屑
の
再
利
用
に
よ
っ
て
大
小
種
々
の
瓶
が
四

O
万
本
生
産
さ

れ
、
収
益
は
年
間
二
一
万
五
、

0
0
0レ
イ
以
上
に
達
し
て
い
る
。

そ
の
他
皮
革
層
、
乳
製
品
加
工
業
副
産
物
、
動
物
の
骨
・
肉
噸
等
に
つ
い
て
も
そ
の
合
理
的
利
用
・
再
利
用
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
森
林
資
源
の
有
効
利
用
も
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
全
国
森
林
資
源
の
約
七
Mm
が
コ
ミ
ュ

l
ン
人
民
評
議
会
の
管
理
下
に
お
か
れ
て
い

(
鉛
)

る
。
し
か
し
そ
の
六

O
%以
上
が
生
産
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
と
さ
れ
る
。

右
の
如
き
未
利
用
資
源
の
有
効
利
用
は
、
そ
れ
な
く
ば
必
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
原
材
料
輸
入
に
要
す
る
外
貨
を
節
約
し
、
さ
ら
に
製

品
輸
出
が
可
能
な
ば
あ
い
に
は
外
貨
の
獲
得
に
も
な
る
。

例
え
ば
ピ
テ
シ
ュ
テ
イ
(
百
円
巾
笠
)
の
清
涼
飲
料
水
工
場
で
は
地
域
で
生
産
さ
れ
る
果
実
を
原
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
輸
入

原
材
料
を
減
少
さ
せ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
た

h

り
さ
れ
た
企
業
の
収
益
増
加
額
は
一
九
七
五
年
に
は
一
八

O
万
レ
イ



に
達
し
、
こ
の
う
ち
一
六

O
万
レ
イ
は
こ
の
地
域
果
実
の
使
用
に
も
と
づ
く
も
の
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
前
提
に
は
原
料
の
、
輸
入
品

(
釘
)

か
ら
地
域
で
の
生
産
物
へ
の
転
換
を
可
能
な
ら
し
め
る
設
備
の
導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
。

さ
ち
に
国
営
地
域
企
業
製
品
輸
出
の
積
極
的
促
進
も
主
張
さ
れ
る
。

国
営
地
域
企
業
は
そ
の
総
生
産
額
の
約
七
銘
を
輸
出
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
国
営
地
域
企
業
の
製
品
の
輸
出
増
加
の
潜
在
的

可
能
性
は
大
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
も
、
国
営
地
域
企
業
及
び
子
工
業
者
生
産
協
同
組
合
製
品
の
う
ち
、
手
作
業
部
分
は
多
く
、
そ
の

生
産
額
の
う
ち
の
四

O
M
か
ら
八
五
Mm
に
あ
た
る
。
従
っ
て
柳
細
工
製
品
一
ト
ン
の
金
額
は
重
油
七
八
ト
ン
ま
た
は
木
材
二
二
立
方
メ
ー

ト
ル
の
金
額
に
等
し
い
と
試
算
さ
れ
る
。
例
え
ば
一
へ
グ
タ
!
ル
の
土
地
か
ら
一
万
二
、

0
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
の
柳
の
木
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
を
乾
燥
さ
せ
る
と
約
三
、

O
七

O
の
寵
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
総
額
は
約
一
万
レ
イ
と
さ
れ
る
。

勿
論
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
に
於
で
、
原
材
料
の
基
本
的
必
要
量
が
確
保
さ
れ
な
い
ば
あ
い
に
は
、
輸
入
を
要
請

す
る
ば
あ
い
を
も
含
め
て
適
切
な
方
法
が
講
ぜ
ら
れ
る
。

次
に
、
国
営
地
域
企
業
並
び
に
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
価
格
が
決
定
き
れ
る
際
に
適
用
さ
れ
る
原
則
と
価
格
決
定
方
法
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
消
費
資
料
に
よ
っ
て
多
く
を
占
め
ら
れ
て
い
る
国
営
地
域
企
業
と
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
価
格
は
そ
の

量
と
共
に
、
人
民
の
生
活
・
文
化
水
準
を
直
接
規
定
す
る
要
因
で
あ
る
。

価
格
は
基
本
的
に
は
全
国
で
同
一
生
産
物
同
一
価
格
の
原
則
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。

一
九
七
一
年
に
制
定
さ
れ
た
価
格
・
料
金
制

度
に
関
す
る
法
律
は
、
価
格
・
料
金
決
定
方
法
、
お
よ
び
価
格
・
料
金
決
定
の
基
本
的
原
則
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
営
地
域
企
業

及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
価
格
も
こ
の
基
本
的
原
則
に
基
づ
い
て
決
自
足
さ
れ
る
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
八

こ
の
法
律
は
価
格
お
よ
び
価
格
体
系
の
機
能
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

価
格
体
系
は
社
会
均
労
働
力
の
部
門
問
、
亜
部
門
問
、
生
産
物
問
へ
の
計
画
的
配
分
手
段
と
し
て
機
能
し
、
国
民
所
得
の
産
出
に
於
け

る
各
企
業
、
各
部
門
の
寄
与
率
の
測
定
手
段
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
、
全
経
済
活
動
の
最
大
効
率
実
現
を
意
図
す
る
選
択
と
決
定
の
基
礎

的
手
段
で
も
あ
る
。

価
格
体
系
は
社
会
主
義
的
工
業
化
と
農
業
の
強
力
な
発
展
に
関
す
る
経
済
政
策
目
標
実
現
、
園
内
的
・
国
際
的
商
品
流
通
量
拡
大
、
通

貨
の
安
定
、
生
活
水
準
の
上
昇
、
こ
れ
ら
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
す
。

価
格
は
、
企
業
活
動
に
於
け
る
努
力
と
結
果
に
対
す
る
評
価
や
企
業
の
経
済
管
理
の
強
化
に
於
て
重
要
な
役
割
を
果
す
と
共
に
、
計
画

目
標
の
質
的
・
量
的
実
現
、
新
技
術
の
導
入
、
製
品
品
質
の
向
上
、
生
産
物
と
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
と
多
様
化
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
関
し
て

の
企
業
の
共
通
利
害
の
形
成
に
於
て
重
要
な
役
割
を
果
す
。

こ
の
一
九
七
一
年
の
価
格
及
び
料
金
に
関
す
る
法
に
関
連
し
て
、
社
会
主
義
社
会
に
於
け
る
価
格
の
基
本
的
機
能
に
つ
い
て
次
の
如
き

主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

社
会
主
義
社
会
で
の
価
格
機
能
の
適
切
な
利
用
は
、
恒
常
的
な
経
済
安
定
の
維
持
、
最
適
な
経
済
発
展
の
確
保
、
そ
し
て
生
活
水
準
の

〔

幻

〉

一
貫
し
た
体
系
的
な
上
昇
、
こ
れ
ら
に
寄
与
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
で
あ
る
。

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
価
格
決
定
も
こ
の
基
本
的
原
則
に
基
づ
い
て

な
さ
れ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
特
に
留
意
す
べ
き
特
徴
点
を
指
摘
す
る
と
す
れ
ば
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物

は
そ
の
大
部
分
が
人
民
に
直
接
消
費
さ
れ
る
消
費
財
よ
り
成
ヮ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
消
費
財
の
小
売
価
格
の
高
低
は
人
民
の
生

活
水
準
に
直
接
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
す
。
消
費
財
の
小
売
価
格
は
個
人
用
消
費
財
の
交
換
を
規
制
す
る
要
因
で
あ
り
、
ま
た
国
民
所
得
の



重
要
部
分
を
再
分
配
す
る
為
の
経
済
的
手
段
と
し
て
も
機
能
す
一
仰
山
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
価
格
決
定
に

際
し
て
は
こ
れ
ら
の
諸
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

」
の
よ
う
な
諸
点
の
考
慮
の
上
に
た
っ
て
、

一
九
七
一
年
の
法
律
に
は
具
体
的
に
は
次
の
如
き
諸
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
規
定
さ
れ
て

い
る
。例

え
ば
、
低
所
得
者
の
消
費
財
消
膏
構
造
に
対
応
す
る
、
大
量
に
消
費
さ
れ
る
消
費
財
を
グ
ル
ー
プ
別
、
生
産
物
別
、
種
類
別
に
分
類

し
、
そ
れ
ら
の
需
給
関
係
が
充
分
に
国
家
の
年
間
経
済
計
画
に
組
込
ま
れ
る
よ
う
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
が
、
さ
き
の
一
九
七
一
年

門
川
田
〉

の
法
で
は
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
法
律
は
、
必
要
量
の
消
費
財
を
確
保
し
、
そ
の
多
様
化
と
近
代
化
に
対
す
る
人
民
の
一
安
求
の
実
現
に
意
を
払
う
と
共

に
、
人
民
の
生
活
水
準
に
特
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
消
費
財
価
格
の
妥
当
な
水
準
で
の
維
持
、
特
に
低
所
得
層
の
種
々
の
種
類
の
要
求

に
対
応
す
る
商
品
宏
よ
り
良
く
、
よ
り
安
く
供
給
す
る
為
に
意
を
払
っ
て
い
る
。
法
律
は
計
百
を
樹
立
し
具
体
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
人

(
町
田
〉

民
の
あ
ら
ゆ
る
所
得
階
層
の
購
買
力
に
充
分
対
応
し
う
る
よ
う
に
諸
物
資
の
生
産
構
造
を
調
整
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
原
則
に
依
拠
し
、
且
同
一
生
産
物
同
一
価
格
と
い
う
原
則
の
下
に
、
全
国
経
済
計
画
を
前
提
と
し
て
、
本

稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
、
家
内
労
働
者
に
よ
る
生
産
物
の
価
格

が
、
具
体
的
に
は
、
如
何
な
る
機
関
に
よ
っ
て
何
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
よ
う
。

ま
ず
、
国
営
地
域
企
業
に
よ
る
生
産
物
な
い
し
は
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
価
格
及
び
料
金
は
、
同
一
生
産
物
は
全
国
的
に
同
一
価
格
と
い

う
原
則
の
下
に
、
直
接
的
に
は
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
及
び
人
民
評
議
会
執
行
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
県
(
お
よ
び
ブ

カ
レ
ス
ト
市
)
人
民
評
議
会
執
行
委
員
会
は
、
所
属
す
る
事
業
体
に
よ
る
生
産
物
な
い
し
は
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
及
び
料
金
の
決
定
権
を
、

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

五
九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

そ
の
重
要
度
の
低
い
も
の
に
限
っ
て
、
そ
れ
ら
の
事
業
体
に
委
ね
る
こ
と
が
出
来
る
。

ハ
註
)

手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
や
組
合
が
家
内
労
働
者
か
ら
仕
入
れ
た
生
産
物
の
う
ち
、
統
一
的
価
格
の
決
定
し
て
い
な
い
生
産
物
の

ノ¥。

小
売
価
格
は
、
手
工
業
者
協
同
組
合
全
国
連
合

(
d口開
(
U
O
E
)
な
い
し
は
消
費
協
同
組
合
全
国
連
合
色
開
Z
汁
宍
)
口
。
。

3
が
決
定

し
、
協
同
組
合
事
業
体
固
有
の
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
販
売
す
る
。
ま
た
協
同
組
合
で
生
産
し
た
、
ま
た
は
仕
入
れ
た
、
生
産
物
の
生
産
者

価
格
と
販
売
価
格
、
及
び
協
同
組
令
事
業
所
固
有
の
シ
ス
テ
ム
に
土
っ
て
提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
料
金
の
う
ち
、
同
家
委
員
会
の
リ
ス
ト

ハ幻〉

に
乗
っ
て
い
な
い
も
の
や
、
閣
議
の
権
限
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

d
n向
。
。
民
及
。
ひ
の
開
Z
叶，

H
N
O
の
O
O
句
が
こ
れ
を
決
定
す
る
。

(
註
)
家
内
労
働
が
そ
の
役
割
と
機
能
と
を
充
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
価
格
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
満
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

Q

ま
ず
、
家
内
労
働
に
よ
る
生
産
物
の
価
格
が
適
切
じ
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
協
同
組
合

の
生
産
物
の
原
価
に
は
家
賃
、
光
熱
費
、
保
存
費
、
警
備
費
等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
家
内
労
働
に
よ
る
生
産
物
の
原
価
に
は
、
こ
れ
ら
の

諸
経
費
は
事
実
上
含
ま
れ
る
必
要
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
家
内
労
働
を
組
織
し
て
い
る
協
同
組
合
が
、
家
内
労
働
の
生
産
物
の
価
格
に
こ
れ
ら
諸
経

費
相
当
分
を
も
含
め
て
販
売
す
る
ば
あ
い
、
こ
の
販
売
に
よ
っ
て
組
合
が
獲
得
し
、
7
る
利
潤
は
、
組
合
内
部
で
生
産
し
た
生
産
物
の
販
売

ιよ
っ
て

組
合
が
得
る
利
潤
よ
り
も
よ
り
多
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
家
内
労
働
の
生
産
物
販
路
を
狭
隆
化
さ
す
こ
と
に
な
る
。
家
内
労
働
の

生
産
物
市
場
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
家
内
労
働
が
有
効
な
役
割
を
果
す
た
め
に
は
、
そ
の
実
際
の
原
価
を
前
提
と
し
て
価
格
が
決
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
(
の

E
O円
忠
由
呂
田
口
口
叩
R
F
L
Y丸
ま
マ
R
E
S
N
h
h
r
紅
白
町
、
。
白
白
地
時
喜
志
芯
(
切
口
2
8
4
t
U
5
3
w
匂・

5
3

勿
論
、
家
内
労
働
に
於
て
使
用
さ
れ
る
、
例
え
ば
敷
物
製
造
の
た
め
の
金
属
製
刺
繍
台
や
木
材
加
工
用
旋
盤
な
ど
の
労
働
手
段
ゃ
、
種
々
の
原
材

料
が
時
機
を
得
て
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
、
家
内
労
働
が
有
効
な
役
割
を
果
す
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

尚
、
家
内
労
働
者
の
ほ
と
ん
ど
は
家
庭
婦
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
、
家
内
労
働
者
以
外
に
も
、
地
域
の
必
要
に
応
じ
た
工
業
生
産
を
行

ぃ
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
る
組
織
が
あ
る
。
消
費
協
同
組
合
、
農
業
生
産
協
同
組
合
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
生
産



物
価
格
も
先
の
原
則
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
如
き
同
意
(
折
合
)
価
格
が
特
例
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
生
産
物

価
格
に
於
て
は
多
く
な
る
。

農
業
生
産
協
同
組
合
、
農
業
生
産
協
同
組
合
組
合
員
、
手
工
業
者
等
の
個
人
は
、
そ
の
生
産
物
価
格
な
い
し
は
サ
ー
ビ
ス
料
金
を
同
意

(
折
合
)
で
決
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
販
売
な
い
し
は
提
供
す
る
。

長
業
生
産
協
同
組
合
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
の
同
意
(
折
合
)
価
格
、
建
設
、
サ
ー
ビ
ス
業
務
等
の
非
農
業
的
生
産
な
い
し

は
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
同
意
(
折
合
)
価
格
・
料
金
は
、
国
家
価
格
委
員
会
の
了
解
下
で
、

ロ
Z
の〉
H

M

(

農
業
生
産
協
同
組
合
中
央
連
合
)

の
基
準
に
依
拠
し
て
決
定
さ
れ
る
。
国
家
価
格
委
員
会
及
び
人
民
評
議
会
は
、
同
意
(
折
合
)
価
格
・
料
金
の
決
定
及
び
生
産
物
の
有
用

(

川

出

)

性
に
関
し
て
の
資
料
を
、
企
業
、
生
産
者
に
対
し
て
要
求
し
、
生
産
者
に
よ
っ
て
届
出
ら
れ
た
同
意
(
折
合
)
価
格
を
分
析
す
る
。

ま
た
製
品
の
改
善
に
伴
う
価
格
改
訂
は
、
そ
の
改
善
が
製
品
の
形
に
関
し
て
で
は
な
く
、
製
品
の
質
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
於

ハ
鈎
)

て
承
認
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
価
格
の
決
定
に
際
し
て
は
、
と
も
あ
れ
、
市
場
と
生
産
と
の
、
需
要
と
供
給
と
の
聞
の
相
互
作
用
を
無
視
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
圏
内
商
業
省
(
三
宮
町
門
2
己
の
。
5
0門叶己
E
H己
耳
目
。
円
)
は
一
九
七
一
年
七
月
に
、
価
格
決
定
の
容
易
化
、
取
引
の
活
発

化
を
目
的
に
、
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
そ
の
他
公
的
企
業
体
に
よ
っ
て
市
場
に
も
た
ち
さ
れ
る
家
庭
用
品
、
手
工
芸

品
、
民
芸
品
等
六

O
六
品
目
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
に
は
、
国
家
や
協
同
組
合
の
小
売
商
業
企
業
や
機
関
等
が
、
生

産
者
と
の
聞
で
定
め
る
間
意
(
折
合
〉
価
格
に
よ
っ
て
購
入
す
る
、
農
業
生
産
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
者
、
そ
の
他
個
人
的
生
産
者

(

捌

)

の
生
産
物
も
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
、
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
等
の
生
産
物
な
い
し
は
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
価
格
な
い
し

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

ー』

ノ、



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

ム

ノ、

料
金
の
う
ち
の
多
く
は
、
直
接
的
に
は
人
民
評
議
会
、
手
工
業
者
協
同
組
合
中
央
連
合
、
消
費
協
同
組
合
中
央
連
合
、
各
事
業
休
、
生
産

者
と
消
費
者
と
の
相
互
間
同
意
(
折
合
)
等
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
は
い
え
、
価
格
決
定
は
国
家
経
済
政
策
の
重
要
な
環
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
需
給
関
係
等
を
も
考
慮
に
入
れ
て
、
究
極
的
に
は
中
央
機
関
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
国
営
地
域
企
業
従
業
員
、
手
工
業
協
同
組
合
組
合
員
等
の
賃
銀
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
賃
銀
は
生
活
水
準
を
直
接
決
定
す
る
重
要
要
因
で
あ
る
。

国
営
企
業
従
業
員
の
賃
銀
は
法
律
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
い
る
。
年
次
別
・
月
賃
銀
額
別
労
働
者
構
成
比
は
表
団
の
通
り
で
あ
る
。

一
九

六
五
年
の
最
低
賃
銀
(
義
務
教
育
|
一

0
年
間
l
終
了
時
の
不
熟
練
労
働
者
の
賃
銀
)
は
月
額
五
七

O
レ
イ
で
あ
り
、
九

O
Oレ
イ
以
下

の
階
層
で
全
従
業
者
総
裁
の
約
四

O
劣
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。
賃
銀
額
は
年
々
上
昇
し
て
い
る
@
こ
の
上
昇
率
は
物
価
指
数
の
上
昇
率
よ

り
も
高
く
、

一
九
六
五
年
か
ら
七
五
年
ま
で
の
一

0
年
間
に
最
低
賃
銀
取
得
層
の
実
質
賃
銀
は
約
七

O
M上
昇
し
て
い
る
。
尚
名
目
的
に

は
最
低
賃
銀
額
は
一
九
六
五
年
の
且
額
五
七

O
レ
イ
か
ら
一
九
七
五
年
の
月
額
八

O
Oレ
ィ
、
一
九
七
五
年
の
月
額
一
、
一
四

O
レ
イ
へ
と

同
じ
く
一

0
年
間
に
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
最
低
賃
銀
額
と
最
高
賃
銀
額
の
格
差
は
一
対
六
で
あ
り
、
こ
の
格
差
は
労
働
の
内
容
と
そ

の
量
一
の
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
労
働
者
の
労
働
意
欲
を
高
め
、
生
産
性
上
昇
の
一
因
と
な
る
べ
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
九
七
五
年
の
最
高
賃
銀
は
六
、
八
四

O
レ
ィ
、
平
均
賃
銀
は
一
、
九
五

O
レ
ィ
、
熟
練
労
働
者
の
賃
銀
は
一
、
三
四
六
レ
イ
で
あ

る
。
大
企
業
管
理
者
層
等
が
最
高
賃
銀
取
得
層
を
構
成
し
て
い
る
。

(
註
)
定
年
退
職
後
の
経
済
生
活
を
規
定
す
る
年
金
額
は
次
の
如
く
決
定
さ
れ
る
。

一
九
七
五
年
現
在
男
子
の
場
合
六
二
才
定
年
で
あ
る
@
年
金
月
額
は
最
終
賃
銀
月
額
の
七
O
M
で
あ
り
、
勤
続
二
五
年
以
上
の
ぱ
あ
い
に
は
、
こ

れ
に
ニ
玄
年
超
過
年
数
に
0
・
五
%
を
乗
じ
た
卒
が
加
算
さ
れ
る
(
例
え
ば
三
O
年
勤
続
の
ば
あ
い
に
は
、
最
終
賃
金
月
額
の
七
O
%
に
、
三
O
年



賃銀階層別・国営企業労働者構成比

I 1970 1 

表18

1979 

~1.100 レイ 62.7 27.3 。
1. 10l~1.500 23.4 37.7 20.3 9.22 

1.501~2.00。 10.1 20.8 44.6 14.8 

2.001~2.500 2.6 8.2 25.8 27.9 

2.501~ 1.2 6.0 9.3 18.4 

1975 1965 銀賃月

100.0 100.0 100.。1 1ふり | 
註 1) 月賃銀 1，300レイ以下の賃銀階層比率

2) 月賃銀1.300-1. 500レイの賃銀階層比率

資料表17に同

計

か
ら
二
五
年
を
引
い
た
五
年
間
に
0
・五
Mm
を
乗
じ
た
率
H

二
・
五
Mm
が
加
算
さ
れ
、
総
計
最

終
賃
銀
月
額
の
七
二
・
五
%
が
一
ヶ
月
の
年
金
額
と
な
る
)
二
九
八
一
年
現
在
の
一
ヶ
月
の
年

金
額
は
最
終
五
ヶ
年
間
の
賃
銀
月
額
の
平
均
額
が
基
本
と
さ
れ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。

次
に
協
同
組
合
員
の
月
収
額
を
考
察
し
よ
う
。

協
同
組
合
員
の
月
収
は
基
本
的
に
は
労
働
に
対
す
る
報
酬
・
賃
銀
部
分
と
利
益
分
配
部

分
よ
り
な
っ
て
い
る
。

協
同
組
合
員
の
月
収
額
も
労
働
生
産
性
の
上
昇
等
に
伴
い
増
加
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
八
年
ま
で
の
聞
に
労
働
生
産
性
は
約
二
倍
上
昇
し
て
お
り
、
こ

れ
に
伴
い
組
合
員
の
収
入
は
平
均
一
九
四
Mm
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
額
に
は
純
利
益
か
ら

の
、
定
款
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
組
合
員
へ
の
年
々
の
分
配
分
は
含
ま
れ
て
い
な

ぃ
。
従
っ
て
、
組
合
員
収
入
に
は
こ
の
利
益
分
配
額
も
加
算
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

(
悶
〉

に
よ
り
さ
き
の
期
間
に
組
合
員
へ
の
年
平
均
分
配
額
は
一
一
・
八
倍
増
加
し
て
い
る
。

一
九
五
九
年
七
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
中
央
委
員
会
総
会
の
決
定
に
よ
り
、
協
同

組
合
員
に
対
す
る
基
本
報
酬
と
雇
用
労
働
者
に
対
す
る
給
料
と
は
、
労
働
内
容
に
よ
っ
て

差
は
あ
る
が
、
五
%
か
ら
一
七
・
二
形
上
昇
し
て
い
る
。
職
工
長
に
対
す
る
そ
れ
は
平
均

(

即

〉

約
二

O
M上
昇
し
て
い
る
。

協
同
組
合
組
合
員
と
労
働
者
と
に
対
す
る
報
酬
・
賃
銀
額
は
、
労
働
力
の
質
に
応
じ
て

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

{ 

ノ、



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

協同組合組合員及び労働者に適用される報酬・賃銀表

〈縫製，履物，皮革，繊維，木材加工，硝子，建設資材，

化学，ゴム及び非工業的サービス業務のぱあい) (レイ〉

…酬国

表19

-賃銀種類

間 当時

月額 (240時間〉

ノ、

四

な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
労
働
(
仕
事
)
の
内
容
に
応
じ
て
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
高
度
の
熟
練
労

働
者
が
不
熟
練
労
働
的
内
容
の
労
働
(
作
業
)
を
す
る
ば
あ
い
は
不
熟
練
労
働
的
内
容
に
対
応
す

Cooteratia meJteJugareasca in R，仰昭nia.(Bueure~ti. 1966) p. 252. 

る
報
酬
・
賃
銀
額
が
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
協
同
組
合
組
合
員
と
労
働
者
と
に
対
す
る
報
酬
・
賃
銀

の
額
決
定
に
あ
た
っ
て
の
基
準
と
す
る
た
め
に
、
か
つ
て
は
八

O
O以
上
の
労
働
(
仕
事
〉
種
類

毎
に
四
四
も
の
項
目
を
も
っ
報
酬
・
賃
銀
表
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
は
非
常
に
繁
雑

で
不
適
当
で
あ
っ
た
た
め
、

一
九
六
六
年
に
は
た
と
え
ば
表
却
の
如
く
単
純
化
さ
れ
た
表
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
技
術
の
発
達
、
生
産
過
程
に
お
け
ろ
熟
練
・
不
熟
練
度
の
変
化
、
労

(

印

)

働
組
織
、
ノ
ル
マ
の
改
善
等
に
よ
っ
て
報
酬
分
配
表
は
改
訂
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
労
働
(
仕
事
)
に
応
じ
て
の
、
公
平
良
効
率
的
な
分
配
が
意
図
さ
れ
、
そ
の
為
の

方
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

資料
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V
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岡
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司
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岡
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。

(
回
)

L

忠
弘
二
回
Y

∞由・

(
印
)

L

G

九
九
・
句
切
・
由
。
・

(
日
)
忌
に
・
・
同
y
u
N・

(
位
)

L

宗
九
-wHU℃

-
U
N
I
B
-

(臼
)
N
F
a
-
-
日

ys-

(

倒

〉

L

「忠弘・

ハ
日
)
」
「
忠
弘
・
・
匂
・

2
・



r、f、，......r問、 f句、，，-..， ，，-..， f'¥ r、/一、，......r向、〆町、，......r、、 r、，......rヘ，......，......〆目、 f、
~~~M~~moo~nn~~unnnrou~~~~ 
、J 、J 、J 、J 、J 、~ '-'、J 、J 、J 、J '-〆、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、~ <.D 、J 、J

目立

ggggg g ssききさき SEESSEEEよEg
- -】

w ・ w ・ u 函 ・叩ii)
匂匂・3 匂同ヨ 匂 司 可コ'"d句匂匂匂 3 匂ー由

'"d ・'"d ・'"d ・・'"d . .，ミ
I-l ......... ~幽幽幽~幽
己る己 。~ 同 ........ ~ I-l ':=' 。由 ∞ dふE 印 εε‘ Eお苫 ロ 白
U印1 '"。 炉j.....J. t....:> j....I.品 ..... 品 ..... 0 巳由.0. CJ町可 ~ [O Q 

ω ..... 0 ・・ ) I:i fヰロ
tE2peiB.  

ド品 ド~ c> 

界 ロロ 「 L F-p 
~トJ

<.D <.0 :::; ・4込 仁丹ド'.

どう ~ 
~‘ p g 

包 E
w 0. 

ロ
以号
てE

FZ 
N 回...， ~ 

O <1> 

守-+ .(fJ 
5ふ， ~・

ト1
日目
白

ト『戸、「

口百

舌宮
田円
竺ナ III 
~. ・岬
φ i:1> 
戸 H ・

55 
印日f

-w 
と J三
略 R
~G ~ 
すp::
る
。t司

ぞ、
巴

き
謹
白

河

S 
il. て、

苫句、
明

白
苫

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

六
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
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記
す
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三
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
の
経
済
的
位
置
・
役
割

前
節
ま
で
に
於
て
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
け
る
小
生
産
者
、
中
小
資
本
家
の
社
会
主
義
企
業
へ
の
組
織
化
過
程
、
及
び
国
営
地
域
企
業
と

手
工
業
者
協
同
組
合
の
経
済
計
画
へ
の
統
合
化
過
程
に
於
け
る
若
干
の
実
際
を
考
察
し
た
。

次
に
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
個
人
的
手
工
業
経
営
等
が
ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
て
果
し
て
い
る
経
済
的
役
割
に
つ
い
て
考



企業所有形別鉱工業生産額構造表20

業鉱

「
国会社会主

年
中央所属計義鉱工業

4.4 6.6 89.0 95.6 100.0 1965 

4.2 8.3 87.5 95.8 100.0 1970 

3.8 7.2 89.0 96.2 100.0 1975 

察
し
よ
う
。

表
却
で
み
る
ご
と
く
、

ル
ー
マ
ニ
ア
の
社
会
主
義
企
業
の
鉱
工
業
総
生
産
額
の
中
で
の
国
営
地
域

企
業
の
生
産
額
の
占
め
る
比
率
は
七
!
八
%
と
九
七

0
年
代
)
で
あ
る
。
手
工
業
者
協
同
組
合
の

生
産
額
(
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
)
は
四
Mm
前
後
(
同
)
で
あ
る
(
一
九
五
五
年
の
約
七
勿
か
ら
一
九
六

五
年
に
は
約
四
Mm
へ
と
比
較
的
急
速
な
減
少
を
示
し
た
。
こ
れ
は
一
九
五
九
年
に
於
け
る
手
工
業
者

協
同
組
合
の
国
営
企
業
へ
の
移
管
を
主
要
な
理
由
と
し
て
い
る
)
。
個
人
的
手
工
業
経
嘗
の
全
鉱
工

業
生
産
額
に
占
め
る
率
は

0
・
三
Mm
程
度
(
同
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
総
生
産
額
に
於
て
国
営
地

域
企
業
、
手
工
業
半
台
協
同
組
合
等
の
生
産
額
の
占
め
る
率
は
低
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
企
業
が
も

た
ら
す
生
産
物
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
、
特
に
消
費
生
活
に
於
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
。国

営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
等
は
、
地
域
で
産
出
す
る
原
材
料
に
依
拠
し
、
地
域
の

需
要
に
応
じ
た
生
産
物
を
産
出
し
、
ま
た
地
域
の
必
要
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
こ

れ
ち
を
基
本
的
な
経
済
的
任
務
と
し
て
い
る
。

表17に同じ。

各
地
域
に
は
、
伝
統
や
自
然
的
・
地
理
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
て
固
有
の
消
費
財
や
サ
ー
ビ
ス
業

務
が
必
要
と
さ
れ
る
。
社
会
の
発
展
と
共
に
こ
れ
ら
各
地
域
の
特
殊
性
に
規
定
さ
れ
た
消
費
財
や
サ

ー
ピ
ス
業
務
の
う
ち
、
あ
る
種
の
も
の
は
不
要
と
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
対

資料

す
る
需
要
が
存
在
す
る
限
り
そ
の
需
要
は
充
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
消
費
財
に
対
す
る

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

六
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

六
人

註
文
に
は
少
且
一
旦
の
注
文
生
産
や
一
個
の
み
の
注
文
生
産
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
規
模
生
産
に
は
不
適
当
で
あ
る
。
ま
た
修
理
等
の
サ

1
ピ

ス
業
務
も
多
く
、
そ
の
種
類
は
社
会
の
発
展
、
生
活
水
準
の
向
上
等
に
応
じ
て
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
は
小
規
模
で
地
域
的
性
格
が
濃
厚
で

あ
り
、
大
規
模
な
生
産
体
系
を
装
備
(
既
に
み
た
ご
と
く
、
そ
の
総
て
が
大
規
模
生
産
体
系
を
装
備
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
〉

し
、
中
央
省
庁
の
管
理
し
て
い
る
国
営
中
央
所
属
企
業
に
は
不
適
当
な
生
産
物
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
で
あ
ろ
う
。

尚
、
後
に
み
る
ご
と
く
、
こ
れ
ら
国
営
地
域
企
業
や
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
の
生
産
物
に
は
生
産
手
段
と
み
な
さ
れ
る
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
機
械
・
金
属
加
工
部
門
に
於
て
生
産
さ
れ
る
あ
る
種
の
生
産
物
や
建
設
材
料
〈
煉
瓦
、
瓦
、
石
灰
、
砕
石
、
砂
利
)
等
の

一
部
や
燃
料
等
の
一
部
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
原
材
料
は
地
域
で
産
出
す
る
も
の
が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
は
い
え
、
中
央
所
属
企
業

の
生
産
物
や
そ
の
生
産
過
程
で
発
生
す
る
生
産
層
、
副
産
物
が
使
用
さ
れ
る
ば
あ
い
も
あ
り
、
さ
ら
に
輸
入
原
材
料
が
使
用
さ
れ
る
ば
あ

い
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
質
を
も
っ
生
産
物
を
生
産
し
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
、
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
等

の
基
本
的
課
題
で
あ
る
。
尚
、
地
域
労
働
力
の
有
効
な
活
用
も
基
本
的
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
、
お
よ
び
私
営
企
業
の
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
生
産
物
を
生
産
し
て
い
る
か
を
具

体
的
に
考
察
し
よ
う
。

先
ず
国
営
地
域
企
業
の
生
産
物
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

表
担
よ
り
明
ら
か
に
、
国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
に
於
て
、
そ
の
比
率
ほ
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
食
品
工
業
の
比
率
が
最
も
高

く
、
こ
れ
に
建
誌
材
料
(
合
、
採
掘
)
部
門
、
木
材
伐
採
・
加
工
部
門
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
、
こ
れ
ら
三
部
門
が
続
き
、
国
営

地
域
企
業
に
属
す
る
主
要
な
部
門
を
形
成
し
て
い
る
。
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表21

門部

100 100 100 計

こ
の
部
門
別
生
産
額
構
造
の
変
化
に
於
て
特
徴
的
な
点
は
表
辺
よ

り
あ
き
ら
か
に
、
皮
革
・
履
物
部
門
の
生
産
増
加
率
が
最
も
高
く
、

こ
れ
に
木
材
伐
採
・
加
工
部
門
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
等
が

Economia Rom!niei intre anii 1944-1959 CBucure~ti. 1959) p. 338. 

続
い
て
い
る
。
皮
革
・
履
物
部
門
で
一
二
・
五
倍
、
機
械
製
造
・
金

属
加
工
部
門
で
二
・
五
倍
、
木
材
伐
採
・
加
工
部
門
で
一

0
・
六

倍
、
こ
れ
が
一
九
五

O
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
の
各
部
門
の
生
産

増
加
率
で
あ
る
。
国
有
化
が
行
わ
れ
、
国
営
地
域
企
業
が
経
済
計
画

に
組
込
ま
れ
た
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
八
年
の
一

O
年
の
あ
い
だ

に
、
技
術
水
準
は
上
昇
し
、
生
産
能
力
は
増
大
し
た
。
国
営
地
域
企

業
数
は
増
減
を
繰
返
す
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
事
業
体
数
は
一
貫

し
て
増
加
し
た
。

一
九
五
五
年
に
国
営
地
域
企
業
数
は
二
九
二
で
あ

っ
た
が
一
九
五
七
年
に
は
一
一
六
七
に
減
少
し
て
い
る
。
事
業
体
数
は

」
の
聞
に
八
、

一
七
二
か
ら
約
九
、

0
0
0
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
体
数
増
加
の
原
因
と
し
て
は
事
業
体
の
新
設
と
と
も
に
、

国
営
中
央
企
業
か
ら
国
営
地
域
企
業
へ
の
企
業
、
事
業
体
の
編
成
替

な
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

資料

さ
て
、
先
に
見
た
国
営
地
域
企
業
数
の
多
い
四
部
門
に
つ
い
て
、

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

ハ九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

1955 

燃 料 128 174 253 300 

機械製造・金属加工 206 380 618 849 1，140 
化 学 132 170 282 325 356 

建設材料(含採取〉 100 190 300 520 420 550 

窯 業 100 204 300 256 275 380 

木材伐採・加工 100 187 430 735 1，000 1，060 
綾 系住 100 163 230 345 360 396 

皮 革 ・履 物 100 178 312 463 666 1，246 
食 品 100 132 147 163 164 165 

印 思リ 132 144 138 242 200 

計 10 138 169 208 221 240 

1954 

年次別・部門別国営地域企業生産増加率

I 1950 I 1951 I 19臼 I1953 I 

表22

r~ 部

七。

よ
り
詳
細
に
考
察
し
よ
う
。

ま
ず
食
品
工
業
部
門
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

国
有
化
に
際
し
て
各
県
経
済
管
理
化
に
お
か
れ
た
事
業
体
数
は
約
三
、

0
0
0

で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
約
二
、
五

O
O事
業
体
が
製
粉
(
水
力
、
電
力
)
工
業
事

業
体
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
八

O
事
業
体
か
、
り
九

O
事
業
体
が
、
食
肉
加
工
業
、
製

氷
業
、
製
菓
業
、

マ
マ
レ

l
ド
加
工
業
、
サ
イ
フ
ォ
ン
飲
料
水
加
工
業
な
ど
の
食

〈

間

)

口
同
工
業
部
門
に
属
す
る
事
業
体
で
あ
っ
た
。

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
七
年
の
聞
の
投
資
の
結
果
、
国
営
地
域
企
業
の
生
産

部
門
に
於
て
、
多
数
の
新
し
い
生
産
事
業
体
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
既
存
の
生
産

事
業
体
で
休
止
し
て
い
た
事
業
体
も
生
産
を
再
開
し
た
。
食
品
工
業
に
関
し
て
は

七
O
O以
上
の
生
産
事
業
体
が
新
設
さ
れ
た
り
生
産
を
再
開
す
る
か
し
て
い
る
。

表211::同じ (p.334) 

こ
の
中
に
は
農
民
自
給
用
製
粉
工
場
U
ニ
八

O
、
果
実
乾
燥
場
H
六

O
、
製
氷
工

担
問

H
五

O
、
商
業
的
製
粉
工
場
日
四

O
、
食
肉
加
工
場
U
二
三
が
含
ま
れ
て
い

(

国

)

スV

。

一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
八
年
に
か
け
て
の
生
産
占
拠
卒
の
増
加
は
製

(
間
一
)

パ
ン
工
業
が
国
営
地
域
企
業
へ
一
編
成
さ
れ
た
こ
と
に
も
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。

ま
た
、

資料

食
品
工
業
部
門
に
は
製
粉
、
製
パ
ン
、
食
肉
加
工
、
呆
実
缶
詰
、
製
氷
が
主
な



(

間

)

生
産
分
野
と
し
て
合
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
各
々
の
製
品
に
於
て
、
良
質
で
加
工
度
の
高
い
製
品
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

食
品
工
業
部
門
は
そ
の
生
産
増
加
率
に
於
て
、
国
営
地
域
企
業
の
平
均
的
生
産
増
加
率
に
は
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
国
営
地
域
企
業
に

於
て
、
ま
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の
全
食
品
工
業
部
門
に
於
て
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
部
円
で
あ
る
。

次
に
木
材
伐
採
・
加
工
部
門

ιつ
い
て
考
察
し
よ
う
。

木
材
伐
採
・
加
工
部
門
の
国
営
地
域
企
業
は
、
当
初
、
中
夫
所
属
企
業
の
伐
採
対
象
と
な
ら
な
い
、
生
産
量
確
定
の
計
算
に
含
ま
れ
な

(
瑚
一
)

ぃ
、
倒
え
ば
風
倒
木
、
燃
え
残
り
の
木
、
虫
害
木
等
の
如
き
木
材
、
ま
た
小
規
模
伐
採
等
に
よ
る
原
料
に
依
拠
す
る
こ
と
が
多
く
、
森
林

(

瑚

)

資
源
の
確
保
、
維
持
、
再
生
に
寄
与
し
て
い
た
。
ま
た
、
針
葉
樹
の
減
少
と
と
も
に
広
葉
樹
の
使
用
比
率
が
増
大
し
た
。

こ
の
部
門
の
生
産
額
の
地
域
企
業
に
於
け
る
占
拠
率
は
一
九
五
五
年
の
一

O
弱
か
ら
一
九
五
八
年
に
は
九
銘
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
し

(

即

)

か
し
、
こ
の
背
後
に
は
、
木
材
伐
採
・
一
次
加
工
に
比
し
て
の
、
木
材
二
次
・
三
次
加
工
の
高
加
工
度
製
品
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
尚
、

例
え
ば
、

一
九
五

0
年
代
初
期
に
於
て
も
、

一
九
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
家
具
生
産
額
は
一
七
四
M
m
増
加
し
て
い
る
@

一
九
七
二
一
年
、
法
律
に
よ
っ
て
、
農
村
地
帯
の
住
民
は
個
人
所
有
住
宅
建
設
資
金
を
、
預
金
銀
行
(
の
・
日
刊
の
・
)
や
各
組
合
か
ら
の
み

な
ら
ず
、
国
家
か
ら
も
借
入
れ
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
農
村
地
帯
に
於
て
、
大
工
、
指
物
師
等
の
組
織
化
の
必
要
性
が

(

山

)

増
大
し
た
。

木
材
伐
採
・
加
工
部
門
に
於
け
る
国
営
地
域
企
業
は
、
そ
の
生
産
額
占
拠
率
に
於
て
も
生
産
額
増
加
率
に
於
て
も
、
国
営
地
域
企
業
に

於
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
部
円
で
あ
る
。

次
に
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

こ
の
部
門
の
国
営
地
域
企
業
は
、
各
地
域
固
有
の
金
属
製
消
費
材
の
生
産
ゃ
、
中
夫
所
属
企
業
の
生
産
物
の
う
ち
で
不
足
し
て
い
る
あ

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七

る
種
の
消
費
材
の
生
産
以
外
に
も
、
地
域
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
な
一
連
の
設
備
・
備
品
の
生
産
、
例
え
ば
煉
瓦
加
工
用
切
断
機
、

煉
瓦
・
瓦
プ
レ
ス
機
、
木
材
加
工
用
道
具
・
機
械
、
ト
ロ
ッ
コ
等
、

一
部
生
産
手
段
の
生
産
を
担
当
し
た
。
ま
た
同
営
企
業
の
諸
設
備
や

家
具
用
品
等
の
修
理
も
担
当
し
た
。
特
に
金
属
加
工
部
門
に
於
て
は
暖
房
用
ス
ト
ー
ブ
、
調
理
用
器
具
及
。
ひ
そ
れ
ら
の
部
品
、
メ
ッ
キ
済

(
…
山
)

家
庭
用
品
等
の
生
産
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
修
理
の
比
率
も
高
い
。

一
九
四
八
年
の
固
有
化
に
伴
い
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
に
は
錠
前
製
造
業
、
ブ
リ
キ
加
工
業
、
小
規
模
鋳
造
業
な
ど
約
一

0
0

(

出

)

の
事
業
体
が
所
属
し
て
い
た
。

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
七
年
の
問
に
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
に
於
て
は
、
機
械
化
作
業
場
日
一
一
が
新
設
さ
れ
、
ま
た
既
設

(
山
一
)

作
業
場
の
生
産
能
力
も
増
大
し
た
。
し
か
し
、
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
五
八
年
時
、
詰
設
備
の
生
産
は
設
備
生
産
専
門
の
中
央
所
属
企
業

(

国

)

に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
に
属
す
る
国
営
地
域
企
業
の
一
部
の
、
国
営
中
央
所

属
企
業
へ
の
編
成
替
は
、
こ
の
部
門
の
生
産
物
の
国
民
経
済
に
於
て
果
す
役
割
の
特
性
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
に
於
け
る
占
拠
率
を
見
て
も
、
ま
た
そ
の
増
加
率
を
見
て
も
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
の
国
営
地
域
企

業
が
、
全
国
営
地
域
企
業
に
於
て
、
占
ま
た
同
民
経
済
に
於
て
、
重
要
な
経
済
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
ろ
う
。

次
に
建
設
材
料
部
門
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

建
設
材
料
部
門
も
国
営
地
域
企
業
が
重
要
な
経
済
的
役
割
を
果
し
て
い
る
部
円
で
あ
る
。
こ
の
部
門
に
は
、
石
、
砕
石
、
砂
利
、
石
灰

壁
用
材
料
、
屋
根
用
材
料
等
の
生
産
が
含
ま
れ
る
。

一
九
四
八
年
の
国
有
化
時
、
小
規
模
煉
瓦
工
場
、
瓦
工
場
、
小
規
模
石
灰
工
場
等
一
五
口
事
業
体
が
国
営
地
域
企
業
と
し
て
編
成
さ
れ

(

国

)

て
い
る
。
革
命
後
の
経
済
復
興
に
伴
い
、
こ
の
部
門
の
生
産
物
に
対
す
る
需
要
は
急
増
し
た
。

一
九
四
八
年
に
対
す
る
一
九
五

O
年
の
生



(
山
一
)

産
増
加
率
を
品
目
毎
に
見
る
に
、
石
灰
H
二
八
倍
以
上
、
瓦
日
五
倍
以
上
、
涼
瓦
H
四
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
。

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
五
七
年
の
聞
に
建
設
資
材
部
門
に
於
け
る
新
設
工
場
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
煉
瓦
工
場
H

一
八
、
単
純
炉
使
用

(
年
間
九
万
ト
ン
の
石
灰
生
産
能
力
が
増
設
さ
れ
た
)
、

(

川

)

場
H
三
五
が
あ
り
、
ま
た
採
石
場
H
三
O
が
全
面
的
な
い
し
は
部
分
的
に
機
械
化
さ
れ
た
。

石
灰
工
場
U

六

O
、

一
貫
炉
使
用
石
灰
工
場
日
一
三

こ
の
他
生
産
再
開
煉
瓦
工

一
九
五
八
年
一
一
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
労
働
者
党
中
央
委
員
会
総
会
に
於
て
、
の
戸
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
日
デ
ジ
は
建
設
資
材
の
各
地
域
に
於
て

(
山
一
)

の
大
量
生
産
体
制
確
立
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
為
に
は
建
設
事
業
体
の
国
営
地
域
企
業
へ
の
編
成
替
、
地
域
の
建
設
事
業
体

に
よ
る
強
力
な
企
業
間
協
力
体
制
の
確
立
、
建
設
資
材
の
近
距
離
輸
送
体
制
の
確
立
等
を
必
要
と
し
た
。
地
域
に
於
け
る
建
設
資
材
生
産

体
制
の
確
立
は
建
設
費
の
低
減
を
可
能
な
ら
し
め
る
前
提
で
あ
る
。

建
設
資
材
生
産
は
ぽ
と
ん
ど
の
地
域
で
必
要
水
準
に
達
し
た
。

〈

別

)

基
金
の
増
大
に
も
寄
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
ま
た
こ
の
部
門
の
生
産
物
は
都
市
と
農
村
と
の
商
品
流
通
の
拡
大
に
於
て
重
要
な
役
割
を

(

山

)

果
し
た
。
し
か
し
尚
、
大
量
生
産
体
制
確
立
と
い
う
課
題
達
成
の
為
に
は
地
域
聞
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
量
生
産
体
制
確
立

一
九
五
八
年
に
ほ
地
域
で
の
建
設
に
伴
う
必
要
を
超
過
し
、
国
家
中
央

は
工
業
化
の
進
展
に
伴
う
工
場
建
設
、
都
市
労
働
人
口
増
加
に
伴
う
住
宅
建
設
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

生
産
品
目
別

ι全
国

mm
生
産
額
に
於
げ
る
国
首
地
域
企
業
の
生
産
額
一
占
拠
率
を
見
る
に
煉
瓦
日
三
七
労
、
石
灰
H
コ
一
五
M
m
、
瓦
H

一
O

%
で
あ
る
(
一
九
五

ο年)。

こ
の
部
門
の
国
嘗
地
域
企
業
の
生
産
額
の
全
国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
に
於
け
る
占
拠
率
は
一
九
五

O
年
日
四
・
人
労
か
ら
一
九
五
八

年
に
は
一

O
M
へ
と
増
加
し
て
い
る
(
表

n
y
こ
の
要
因
と
し
て
は
既
に
み
た
ご
と
く
、
各
県
に
於
け
る
建
設
資
材
の
必
要
が
重
視
さ

れ
、
こ
の
部
門
の
発
展
に
力
が
注
が
れ
た
こ
と
と
共
に
、
い
く
つ
か
の
国
営
中
央
所
属
企
業
が
国
営
地
域
企
業
へ
編
成
替
え
さ
れ
た
こ
と

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七
日

も
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
部
門
の
国
営
地
域
企
菜
は
そ
の
生
産
額
に
於
て
も
生
産
増
加
率
に
於
て
も
、
全
国
営
地
域
企
業
の
中
に
於
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
る
。

以
上
四
部
円
以
外
の
部
門
に
於
け
る
国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
の
全
国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
に
於
け
る
占
拠
率
は
低
い
。
し
か
し
、

国
の
種
々
の
地
域
に
於
て
特
色
あ
る
多
く
の
生
産
物
を
供
給
し
て
お
り
、
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
例
え
ば
一
九
五

O
年
か
ら
一
九

五
七
年
に
か
け
て
綿
加
工
、
炭
酸
加
里
、
靴
ク
リ
ー
ム
、
印
刷
等
の
諸
部
門
に
於
て
も
国
営
地
域
企
業
は
重
要
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、

(

邸

)

工
場
新
設
や
生
産
再
開
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
国
営
地
域
企
業
は
必
要
に
応
じ
て
国
営
中
央
所
属
企
業
の
設
備
、
備
品
等
の
修
理
を
も
行
つ

(

凶

)

て
来
た
。
ま
た
活
動
内
容
も
自
動
車
修
理
等
の
新
し
い
種
類
の
も
の
が
増
加
し
た
。

国
営
地
域
企
業
に
よ
る
生
産
や
サ
ー
ビ
ス
は
人
々
の
生
活
と
直
接
結
合
す
る
消
費
財
等
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
率
が
高
い
。
従
ウ

て
、
各
地
域
の
人
々
の
生
活
水
準
を
等
し
く
向
上
さ
せ
る
為
に
は
各
地
域
に
、
国
営
地
域
企
業
は
均
衡
を
保
フ
て
配
管
さ
れ
て
い
る
と
と

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
こ
の
部
門
別
・
地
域
別
の
生
産
・
サ
ー
ビ
ス
業
務
構
造
は
、
産
業
構
造
の
変
化
、
社
会
の
変
化
等
に
対
応
し
変
化

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

国
営
地
域
企
業
の
生
産
額
は
一
九
七

O
年
に
比
し
一
九
七
五
年
に
は
、
五
二
五
四
%
増
加
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
国
営
地
域
企
業
が
地
域
の
原
材
料
の
有
効
利
用
に
よ
り
地
域
の
需
要
を
満
し
、
地
域
の
物
的
生
活
水
準
を
上
昇
さ
せ

る
と
共
に
、
国
民
経
済
の
「
多
面
的
L

な
発
展
を
追
求
す
る
経
済
政
策
の
中
で
、
不
可
欠
な
役
割
を
果
し
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

尚
、
国
営
地
域
企
業
は
一
九
五
八
年
現
在
、
唯
一
の
パ
ン
製
造
業
者
で
あ
り
、
煉
瓦
材
料
の
六
一
・
六
Mm
を
生
産
し
て
お
り
、
石
灰
の



部門別手工業者協同組合数及び組合員数(1955年〉

1 ií%li'U m 1ï ~lm 1ï1!'{ ~1 サービス業務事協同組合数 組合員数 業体

表23

皮革・履物 127 ( 23.3) 21，579 ( 18.9) 1，240 ( 32.2) 

既 製 服 126 ( 23.1) 29，180 ( 25.5) 1，741 ( 45.2) 

織 維 17 ( 3.1) 3，669 ( 3.2) 43 ( 1.1) 

メ ヤ ス 4 ( 0.7) 1，085 ( 0.9) 8 ( 0.2) 

民 tZk量~ 品 25 ( 4.6) 5，347 ( 4.7) 一〈 一〉

木 材 力日 ヱ 113 ( 20.7) 22，579 ( 19.7) 236 ( 6.1) 

建 設 材 料 5 ( 0.9) 993 ( 0.9) 一〈

金 属 力日 工 88 ( 16.1) 21，886 ( 19.1) 582 ( 15.1) 

化 学 14 ( 2.6) 3，465 ( 3.0) 一〈

窯 業 3 ( 0.5) 684 ( 0.6) 一(

食 品 21 ( 3.8) 3，289 ( 2.9) 一( 一〉

印 席リ 3 ( 0.5) 720 ( 0.6) 一〈

計 546 ( 100.0) 114，476 ( 100.0) 3，850 ( 100.0) 

四
八
・
八
Mm
を
生
産
し
て
お
り
、
屋
根
材
の
一
四
・
九
Mm
を
生
産
し
て
い

(
出
)

る
.次

に
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
の
果
し
て
い
る
経
済
的
役
割
に
つ
い
て

考
察
し
よ
う
。
表
M
は
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
の
年
次
別
・
部
門
別
生

産
構
造
で
あ
る
。
こ
の
表
よ
り
明
ら
か
に
、
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
に

於
て
、

一
九
五

0
年
代
、
重
要
な
比
重
を
占
め
て
い
る
生
産
部
門
は
既
製

服
部
門
、
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
、
木
材
加
工
部
門
、
皮
革
・
履
物

部
円
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
、
国
営
地
域
企
業
に
於
て
最
大
の
比
重
を

占
め
て
い
た
生
産
部
門
は
食
品
工
業
部
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
手
工

業
者
生
産
協
同
組
合
に
あ
っ
て
最
大
の
比
重
を
占
め
て
い
る
部
門
は
既
製

服
部
円
で
あ
る
。
ま
た
皮
革
・
履
物
部
門
も
国
営
地
域
企
業
に
あ
っ
て
は

そ
の
総
生
産
額
に
於
い
て
占
拠
率
の
低
い
部
円
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
部

門
と
し
て
は
、
既
製
服
部
門
、
皮
革
・
履
物
部
門
は
手
工
業
者
協
同
組
合

表17に同じ。

に
特
徴
的
な
部
円
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
機
械
製
造
・
金
属
加
工
部
門
、

木
材
加
工
(
国
営
地
域
企
業
の
ば
あ
い
は
木
材
伐
採
・
加
工
部
門
で
あ
っ

た
〉
部
門
の
両
部
門
は
、
部
門
と
し
て
は
国
営
地
域
企
業
に
も
手
工
業
者

資料

生
産
協
同
組
合
に
も
共
通
す
る
両
者
に
と
っ
て
の
重
要
部
円
で
あ
る
と
い

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

1958 

機械製造・金属加工 8.0 19.3 20.4 

イじ 戸寸't 2. 7 5.8 4.6 

民 土Z三色Zr 品 2.7 0.9 0.1 

窯 業 0.7 0.6 0.5 

木 材 力日 工 9.4 15.1 16.9 

織 維 1.8 3.6 4.5 

既 製 月民 56.9 35.1 34.5 

皮 革 . 履 物 12.1 12.1 10.4 

食 品 7.2 5.3 5.2 

印 原リ 0.7 0.6 0.8 

計 〈うち，その他〕 100.0(0.5) 100.0(1.6) 100.0(2.1) 

年次別・部門別・手工業者協同組合生産構造

I 1950 I 附門

表24

部

七
六

え
よ
う
。
し
か
し
、
両
者
の
生
産
物
の
使
途
等
の
相
違
を
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

品
目
別
全
国
総
生
産
額
中
の
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
額
の
占
拠
率
は
、

九
五
八
年
現
在
、
既
製
服
日
四
九
・
二
%
、
家
具
H
三
一
了
三
形
、
履
物
U
一一

(

瑚

)

・
四
Mm
等
で
あ
る
。
既
製
服
の
約
半
分
、
家
具
の
約
三
分
の
一
は
手
工
業
者
協
同

組
合
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
は
そ
の
他
、
子
供
用
自
転
車
、
錠
前
、
建
具
等
を
生

産
し
、
ま
た
靴
等
の
注
文
生
産
に
も
応
じ
て
い
る
。

一
九
五
八
年
現
在
、
電
気
洗

濯
機
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
目
覚
時
計
、
こ
う
も
り
傘
な
ど
の
品
目
で
は
、
手
工

業
者
協
同
組
合
に
よ
る
製
品
が
、
輸
入
品
を
ほ
と
ん
ど
不
要
な
ら
し
め
た
。
ま
た

手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
生
産
物
の
質
の
向
上
に
伴
い
、
輸
出
も
増
加
し
た
。
例

表21に同じ (p.343) 

え
ば
一
九
五
八
年
の
手
工
業
者
協
同
組
合
製
品
の
輸
出
額
は
一
九
五
五
年
の
そ
れ

(

即

)

に
比
し
て
、
約
三
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
の
生
産
増
加
と
共
に
、
手
工
業
者
協
同

組
合
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
も
増
加
し
た
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
初
年
度
、

資料

九
五
六
年
に
開
催
さ
れ
た
手
工
業
者
協
同
組
合
に
於
て
、
将
来
の
活
動
目
標
と
し

て
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
拡
充
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
六

O
年
ま
で



1958 

機械製造・金属加工 100 875 1，420 

化 学 100 859 1， 000 

窯 業 100 284 350 

木材伐採・加工 100 558 1， 000 

綴 最住 100 643 1，060 

メ ヤ ス 100 212 555 

誌正 製 ~Ii 100 223 340 

皮 主草 . 履 物 100 347 480 

食 品 100 274 405 

印 席目 100 340 775 

計 100 358 557 

年次}11j・部門別・手工業者協同組合生産額増加率

I 1950 I 1955 

表25

に
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
ニ

i
二
・
五
倍
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
た
。
こ
の

聞
の
生
産
増
加
目
標
は
五

O

五
五
M

初
で
あ
っ
た
。
翻
訳
、

タ
イ
プ
・
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
、
理
容
、
美
容
、
歯
科
、
写
真
、
靴
磨
、
個
人
向
レ
ン
タ
ル
業
務
等
を
は
じ

七め
倍と
強す
増る
加非
しm工
たと7業

的
サ

ピ
ス
業
務
は

一
九
五

O
年
に
比
し
一
九
五
八
年
に
は

一
九
五

O
年
か
ら
一
九
八

O
年
に
か
け
て
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
事
業
体
数
と
サ

i

ピ
ス
業
務
関
係
人
員
数
は
表
部
の
と
お
り
で
あ
る
。
事
業
体
数
、
人
員
数
共
に
急

速
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
を
部
門
別
に
見
れ
ば
表
幻
の
と
お
り
で
あ
る
。

履
物
部
門
の
事
業
体
数
及
び
人
員
数
の
比
較
的
顕
著
な
減
少
、
及
び
写
真
屋
部
門

の
事
業
体
数
の
減
少
傾
向
を
除
け
ば
、
総
て
の
部
門
に
於
て
事
業
体
数
も
人
員
数

も
増
加
し
て
い
る
。
手
工
業
者
協
同
組
合
に
於
け
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
重
視
策
の
反

表21に同じ (p.342) 

映
で
あ
る
。
特
に
繊
維
・
ニ
ッ
ト
部
門
の
人
員
増
加
率
が
顕
著
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
代
に
於
て
、
非
工
業
的
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
約
八

Owmが
人
民

(

別

)

向
の
も
の
で
あ
る
。

尚ま
た
手
工
業
者
協
同
組
合
の
生
産
物
の
国
営
中
央
所
属
企
業
へ
の
供
給
が
み
ら

資料

れ
た
如
く
、
手
工
業
者
生
産
協
同
組
合
の
サ
ー
ビ
ス
業
務
に
も
国
営
中
央
所
属
企

業
へ
提
供
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七
七



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

1980 

手工業生産者協向組合数 568 345 302 409 395 442 

サーピス業務事業体数 2，127 10，463 11，100 12，399 13，200 14，725 

組合員総数 (A) 65，304 110，416 128，534 195，236 279，040 337，211 

体う人ちサーピス業〕務事業 11，601 67，895 83，930 102，040 121，417 138，220 員数 (B
(B)/(A) 17.8 61. 5 65.3 52.3 43.5 40.2 

年次別手工業者協同組合サービス業務事業体・人員数及び比率

I 1950 I附 I1965 I 1970 I 1975 I 
表26

七
/¥. 

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
手
工
業
者
協
同
組
合
に
よ
っ
て
の
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
消
費

協
同
組
合
、
農
業
生
産
協
同
組
合
、
そ
れ
に
個
人
的
手
工
業
経
営
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。

消
費
協
同
組
合
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
遂
行
は
、

一
九
六
五
年
七
月
の
ル
ー
マ
ニ
ア
共
産

党
第
九
回
大
会
の
指
示
と
関
運
し
て
い
る
。
こ
の
指
示
に
よ
り
消
費
協
同
組
合
は
サ
ー
ビ
ス
業

務
拡
大
計
画
を
た
て
た
。
こ
の
計
画
は
一
九
六
六
年
共
産
党
中
央
委
員
会
執
行
委
員
会
に
よ
っ

て
承
認
さ
れ
た
。
消
晋
協
同
組
合
は
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
農
村
住
民
の
要
求
を
満
す
サ
!
ビ

ス
業
務
の
拡
大
を
は
か
り
、
ま
た
こ
の
為
の
事
業
体
を
増
加
さ
せ
た
。
消
費
協
同
組
合
の
活
動

は
一
九
七

O
年
の
法
律
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
は
消
費
協
同
組
合
の
目
的
と

し
て
都
市
と
農
村
地
帯
と
の
問
の
商
品
流
通
の
容
易
化
と
共
に
、
農
村
住
民
の
為
に
サ
ー
ビ
ス

(

印

)

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
を
も
あ
げ
て
い
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
国
民
経
済
の
一
環
と
し

て
重
視
さ
れ
、
経
済
計
画
樹
立
の
為
の
計
算
に
含
ま
れ
て
い
る
。

消
費
協
同
組
合
は
、
地
域
原
材
料
の
有
効
利
用
を
も
目
的
と
し
て
、
パ
ン
な
ど
一
連
の
消
費

財
を
生
産
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
色
の
濃
い
衣
服
、
履
物
、
民
芸
品
、
進
物
用
品
、
記
念
用
品

表17に同じ。

等
の
生
産
を
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
更
に
は
仕
立
屋
、
製
靴
、
大
工
、
左
官
、
塗
装
、
家
庭
用

(
四
一
)

品
修
理
業
者
等
を
も
組
織
し
て
い
る
。

資料

消
費
協
同
組
合
に
よ
る
農
産
物
の
製
品
化
な
い
し
は
半
製
品
化
は
生
産
活
動
を
活
発
に
し
、

新
製
品
を
創
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
た
と
く
に
、
農
業
経
営
の
行
わ
れ
な
い
高
原
地
帯
や
山



(

国

)

村
の
個
人
経
営
者
の
資
源
の
有
効
利
用
を
も
意
図
し
て
い
る
。

農
業
生
産
協
同
組
合
も
工
業
生
産
物
の
生
産
と
共
に
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
も
行
っ
て
い
る
。
電
気
、
溶
接
、
大
工
、
石
工
、
桶
製
造
、
車

製
造
、
石
灰
、
陳
瓦
、
セ
メ
ン
ト
製
品
、
火
酒
、
ブ
ド
ウ
酒
、
乳
製
品
の
製
造
・
加
工
を
行
い
、
ま
た
雇
客
の
材
料
を
使
用
し
て
の
製
パ

ン
、
統
毛
、
木
製
ベ
ラ
ン
ダ
・
バ
ル
コ
ニ
ー
製
造
、
赤
土
焼
窯
、
鳥
小
屋
、
小
動
物
用
小
屋
、
住
宅
、
学
校
、
寮
、
商
庖
等
の
建
築
・
修

(

別

)

理
も
注
文
主
の
材
料
で
行
っ
て
い
る
。

農
業
生
産
協
同
組
合
の
工
業
生
産
活
動
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
務
遂
行
は
組
合
員
の
農
閑
期
に
於
け
る
労
働
機
会
の
創
出
と
し
て
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
業
務
は
少
額
の
投
資
に
よ
っ
て
経
済
的
に
高
い
成
果
を
も
た
ら
す
。
経
済
の
発
展
、
産
業
構
造
の
変
化
、
人
民
の
生
活
水
準

の
上
昇
、
こ
れ
ら
は
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
内
容
を
変
化
さ
せ
る
。
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業
務
は
人
民
の
生
活
と
直
接
関
連
す
る
部
円
で
あ
る
が
故

に
、
地
域
的
に
不
均
衡
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

手
工
業
者
協
同
組
合
の
役
割
は
経
済
的
役
割
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
に
社
会
主
義
社
会
に
於
て
、
組
合
は
経
済
的
に
の
み
な
ら
ず
思
想
的
・
政
治
的
に
も
、
小
生
産
者
を
社
会
主
義
建
設
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
と
同
時
に
、
多
く
の
社
会
主
義
国
に
於
て
、
組
合
が
身
体
障
害
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
身
体
障
害
者
が
労
働
を
介
し
て
も
社
会

に
参
加
す
る
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
身
体
障
害
者
が
国
営
企
業
や
一
般
の
協
同
組
合
に
て
労
働
す
る
こ
と
も
勿
論
あ
る
。
そ
れ
と
共

に
独
自
の
組
合
を
結
成
し
、
労
働
す
る
こ
と
も
促
進
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
五
年
現
在
、
一
二
三
の
手
工
業
者
協
同
組
合
が
身
体
障
害
者
に

よ
っ
て
結
成
一
さ
れ
て
お
り
、

一
万
一
、
五
三

O
人
が
労
働
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
全
手
工
業
者
協
同
組
合
数
の
約
一
一
筋
、
八
王
手
工
業
者

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

七
九



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

業務事業体数及びサービス業務人員

サ ー ピ ス 業 務 事業体人員

1980(/%19〕60 1960 1970 1980 lmV(9M1〉960 

131. 0 20，303C 29.9) 26，060C 25.5) 34，968C 25.3) 172.2 

570.4 537C 0.8) 3，916C 3.8) 9，431C 6.8) 1，756.2 
65.7 13，621C 20.0) 11，484C 11.3) 10，460( 7.6) 76.8 

246.3 980C 1. 4) 1，635C 1. 6) 3，578C 2.6) 365.1 

363.8 367C 5.4) 986C 1. 0) 2，057C 1. 5) 560.5 

231.1 918C 1. 4) 2，014C 2.0) 3，363C 2.4) 366.3 

201. 6 2，662C 3.9) 5，175C 5.1) 7，509C 5.4) 282.1 

231.1 992C 1. 5) 1， 980C 1. 9) 3，401C 2.5) 342.8 

210.4 1，050C 1. 5) 1，915C 1. 9) 3，371C 2.4) 321. 0 

352.1 1，007C 1. 5) 5，259C 5.2) 9，387C 6.8) 932.2 

-・・〈 2，147( 2.1) 5，456( 3.9) 

109.0 16，579C 24.4) 20，628C 20.2) 20，969( 15.2) 126.5 

95.9 2，181C 3.2) 2，250( 2.2) 2，613( 1. 9) 119.8 

150.9 6，698C 9.9) 18， 738( 18. 4) 27，113C 19.6) 404.8 

140.7 67， 895C 100.0) 102，040C 100.0) 138， 220C 100.0) 203.6 

人。

協
同
組
合
員
数
の
約
九
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
身
体

障
害
者
協
同
組
合
員
の
う
ち
、
九
九
一
人
が
視
力
障
害
者

で
あ
り
、
そ
の
他
労
働
災
害
や
病
気
等
に
よ
っ
て
労
働
能

力
を
減
少
さ
せ
た
人
が
あ
り
、
そ
の
障
害
の
種
類
・
程
度

(
国
〉

は
種
々
で
あ
る
。

身
体
障
害
者
数
が
少
な
く
、
身
体
障
害
者
独
自
の
手
工

業
者
協
同
組
合
を
組
織
し
え
な
い
地
域
に
於
て
は
、
手
工

業
者
協
同
組
合
の
中
に
身
体
障
害
者
独
自
の
労
働
場
所
が

(

瑚

)

組
織
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
身
体
障
害
者
に
よ
る
協
同
組
合
に
対
し
て
は
種
々

の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
き
た
。

身
体
障
害
者
の
協
同
組
合
の
製
品
に
対
し
て
は
頭
初
、

創
立
後
一
一
年
間
は
税
金
が
免
除
さ
れ
て
い
た
。
二
年
間
経

過
し
た
後
は
、
五

OMm減
額
さ
れ
て
い
た
。
所
得
税
も
免

除
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
措
置
は
組
合
の
財
務
内
容
を
良
野

に
し
、
身
体
障
害
者
の
協
同
組
合
発
展
の
為
に
貢
献
し
た

(

問

)

と
さ
れ
る
。



手工業者協同組合部門別サービス

サーピス 業務事業体

1960 1970 1980 

既 製 月E 2， 113( 20.2) 2，233( 18.0) 2，769( 18.8) 

繊維 . 一戸 、y ト 105( 1. 0) 389( 3.1) 599C 4. 1) 

履 物 2，031( 19.4) 1，588( 12.8) 1， 334( 9.1) 

皮 革 205( 2.0) 311( 2.5) 505( 3.4) 

モ ロ ツ コ 皮 80C 0.8) 177( 1. 4) 291( 2.0) 

ク リー ニン グ・染物 241C 2.3) 362C 2.9) 557( 3.8) 

木 材 . 家 7日て 321C 3.1) 527C 4.3) 647C 4.4) 

ラジオ・テレビ修理 318C 3.0) 535C 4.3) 735C 5.0) 

時 計 . 宝 石 356C 3.4) 561C 4.5) 749( 5.1) 

その他家庭修 用 288C 2.8) 765C 6.2) 1，014C 6.9) 
品個人用品 理

つ ち自動車 -・・〉 157く 1. 3) 253C 1. 7) 

理 伝d主喧・ . 美 信廿』・ 1，920C 18.4) 1，886C 15.2) 2，093( 14.2) 

写 真 屋 579( 5.5) 540( 4.4) 555( 3.8) 

そ (J) 他 1， 906C 18. 2) 2，525( 20.4) 2，877C 19.5) 

計 10， 463C 100.0)1 12， 399C 100.0)1 14，725(100・0)

表27

後
に
こ
の
課
税
制
度
は
改
訂
さ
れ
、

一
九
六
ニ
年
、
身

体
障
害
者
の
協
同
組
合
に
対
す
る
課
税
は
一

O
M減
額
、

視
力
障
害
者
の
製
品
に
対
す
る
課
税
は
二
五
銘
減
額
、
ま

た
所
得
税
は
一

om減
額
と
さ
れ
た
。
設
備
投
資
等
の
借

入
金
返
済
条
件
な
ど
の
商
に
於
て
も
、
他
の
協
同
組
合
と

(

瑚

)

は
異
っ
た
条
件
が
適
用
さ
れ
た
。

次
に
個
人
的
手
工
業
経
営
者
の
果
す
経
済
的
投
割
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。
個
人
的
手
工
業
経
営
に
よ
る
生
産
額

は
、
全
鉱
工
業
生
産
額
の
う
ち
、

一
九
五

O
年
に
七
・
六

9ぢ

一
九
五
五
年
に
三
・

O
%、
一
九
六

O
年
に
一
・

wm
で
あ
り
、

一
九
八

O
年
に
は

0
・
三
労
で
あ
る

Q

既
に
見
た
如
く
、
第
二
次
大
戦
前
、

一
九
コ
一

O
年
時
の

全
企
業
数
(
本
誌
、
前
号
、

表
日
参

一
一
三
ペ
ー
ジ
、

表17に同じ。

照
)
に
於
け
る
零
細
個
人
企
業
の
占
拠
率
は
高
か
っ
た
。

こ
れ
ら
零
細
個
人
企
業
の
一
部
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
被

害
、
領
土
喪
失
に
伴
う
減
少
等
に
よ
っ
て
、
大
戦
後
ま
で

資料

は
存
続
し
え
な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
で
存
続

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

i¥. 



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

/i、

し
え
た
零
細
企
業
も
そ
の
一
部
は
国
有
化
さ
れ
、
ま
た
手
工
業
者
協
同
組
合
に
組
織
さ
れ
た
。
し
か
し
、
私
的
企
業
の
社
会
主
義
企
業
化

の
過
程
に
於
て
、
個
人
的
手
工
業
経
営
者
が
多
数
存
続
し
た
。
一
九
五
五
年
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
一
二
万
四
、
五

O
一
の
非
組
合
員
手
工
業

作
業
場
な
い

L
は
個
人
的
手
工
業
経
営
者
が
存
在
し
た
(
表
部
)
。
こ
れ
に
は
一
二
万
九
、

O
O四
人
が
従
事
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
九

八
労
が
所
有
者
及
び
そ
の
家
族
員
で
あ
り
、
一
・
三
Mm
は
被
雇
傭
者
で
あ
り
、

0
・
八
Mm
は
見
習
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
及
び
従

事
者
が
如
何
な
る
部
門
に
属
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
手
工
業
経
営
の
果
し
て
い
る
経
済
的
役
割
を
見
る
こ
と

に
し
よ
う
。

一
九
五
五
年
現
在
、
総
個
人
的
手
工
業
経
営
数
二
一
万
九
、
五

O
一
経
営
の
う
ち
既
製
服
部
門
の
経
営
数
が
三
万
二
、

一
六
四
で
あ
り

全
経
営
数
の
二
五
・
八
%
を
占
め
て
い
る
。
第
二
位
は
金
属
加
工
部
門
の
経
営
で
二
万
八
、
九
九
五
(
全
経
営
数
の
二
三
・
三
労
)
で
あ

り
、
第
三
位
は
木
材
加
工
部
門
の
二
万
五
、
コ
一
九
五
経
営
(
同
、
二

0
・
四
%
)
で
あ
り
、
第
四
位
は
皮
草
・
履
物
部
門
の
一
万
四
、
六

六
六
経
営
(
問
、

一
一
・
八
%
)
で
あ
り
、
第
五
位
は
食
品
部
門
の
一
万
三
、
六
一
四
(
問
、

一
0
・
九
%
)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
全
経

営
数
の
九
二
勿
を
占
め
て
い
る
。
従
っ
て
個
人
的
手
工
業
経
営
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
部
門
は
既
製
服
部
門
、
金
属
加
工
部
門
、

木
材
加
工
部
門
、
皮
革
・
履
物
部
門
、
食
品
部
門
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
部
門
は
既
出
の
一
九
一
ニ

O
年
時
の
統
計
に
於
て
、
零

細
企
業
の
多
か
っ
た
部
門
と
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

統
計
上
、

一
九
五
七
年
に
個
人
的
手
工
業
経
営
従
事
者
数
は
急
増
し
て
い
る
。
こ
の
主
原
因
は
一
九
五
七
年
以
降
、
田
舎
に
於
け
る
手

工
業
経
営
従
事
者
も
統
計
に
含
ま
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
全
従
事
者
数
は
一
九
六

0
年
代
以
降
、

一
九
八

O
年
に
至
る
ま
で
、
四

万
人
の
線
を
上
下
し
て
い
る
。

さ
て
一
九
六
五
年
の
個
人
的
手
工
業
経
営
数
と
一
九
五
五
年
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
に
、
そ
の
数
は
全
部
門
で
み
て
約
六
七
%
減
少
し
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1955 盟問! 1醐 24，200~ 3，4向 11日師叫
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表28 年次別・部門別個人的手工業経営数

|化学|紹|繊維|器製|最高・ 1食品
金属
加工

て
い
る
。
部
門
別
に
こ
れ
を
み
る
に
金
属
加
工
部
門
で
の
減
少
率

が
最
も
高
く
、
経
営
数
は
一
三
・
一
銘
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

主
要
部
門
で
減
少
率
の
一
番
低
い
部
門
は
既
製
服
部
門
約
五
九
M
m

の
減
少
で
あ
ろ
。
こ
の
結
果
一
九
六
五
年
の
個
人
的
手
工
業
経
営

の
部
門
別
構
成
比
で
は
、
既
製
服
部
門
主
ニ
二
・
五
M
m
、
木
材
加

工
部
門
日
一
一
一
一
・
六
M
m
、
皮
章
・
履
物
部
門
U
二
一
・
七
第
、
食

品
部
門
日
一
一
・
一
二
%
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
五
五
年
の
占
拠

率
よ
り
多
少
の
差
は
あ
れ
増
加
し
て
い
る
が
、
金
属
加
工
部
門
の

占
拠
率
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
(
表
部
)
。
金
属
加
工
部
門
で
は

一
九
五
七
年
の
二
二
・
三
%
か
ら
一
九
六
五
年
に
は
九
・
三
M
m
へ

低
下
し
て
い
ろ
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
の
諸
部
門
が
個
人
的
手
工

業
経
営
に
於
て
経
営
数
の
多
い
部
円
で
あ
り
そ
の
意
味
で
重
要
な

部
円
で
あ
る
と
と
に
は
変
り
な
い
。

一
九
七
三
年
に
は
、
全
事
業

所
数
は
コ
一
万
七
、

一
九
二
に
減
少
し
て
お
り
、
従
業
者
数
も
四
万

一
、
五
八
四
人
と
な
り
、
う
ち
四
万

O
、
八
三
四
人
が
所
有
者
と

(

m

)

 

そ
の
家
族
で
あ
る
。
七
五

O
人
が
見
習
い
で
あ
る
。
も
っ
と
も
大

き
な
減
少
は
消
費
財
関
連
工
業
の
主
要
部
門
や
サ
ー
ビ
ス
部
門
に

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

/¥ 



中
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企
業
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ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
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経
済
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・
役
割
に
つ
い
て

/¥ 
四

於
て
生
じ
て
い
る
。
金
属
加
工
部
門
に
於
て
、

一
九
五
主
年
か
ら
一
九
七
二
年
の
聞
に
事
業
体
数
は
一
一
万
九
、

0
0
0か
ら
玉
、
二
八
二

に
減
少
し
て
お
り
、
従
業
者
数
は
約
三
万
人
か
ら
五
、
六
八
九
人
に
減
少
し
て
い
る
。
同
期
間
に
木
材
加
工
部
門
に
於
て
も
事
業
体
数
は

二
万
四
、
二

C
Cか
ら
八
、
一
二
六
三
に
減
少
し
、
従
業
者
数
は
二
万
五
、
四

O
O人
か
ら
九
、
四
三
八
人
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
減

少
は
化
学
、
繊
維
、
皮
革
、
履
物
、
食
品
等
の
各
部
門
に
於
て
も
見
ら
れ
る
。
減
少
理
由
は
具
体
的
に
は
種
々
で
あ
る
。

例
え
ば
鍛
冶

屋
、
車
大
工
等
の
減
少
は
こ
れ
ら
の
部
門
の
個
人
的
手
工
業
経
営
が
、
農
業
生
産
協
同
組
合
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
を
大
き
な
要
因
と
し
て

(

鴎

)

い
る
。個

人
的
手
工
業
経
営
に
は
、
伝
統
工
芸
・
産
業
的
な
、
ま
た
地
域
的
特
性
の
濃
厚
な
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
ム
レ
シ
ュ
県
ホ
ダ
グ

(
出
。

E
口

w
E
5
8
)
の
笛
職
人
日
一

O
O人
、
ゴ
ル
ジ
ュ
県
ア
ル
カ
ニ

(〉吋

BDHW
の
O

吋
]
〉
の
日
職
人
口
一

O
O人、

ピ
フ
ォ
ル
県
、

下
ク
リ
ス
テ
ィ
シ
ョ
ー
ル

(
P
E
S
O吋
己
宕

HOタ
思
E
C
の
焼
物
職
人
H
約一一一

O
O人
、
プ
ラ
ホ
ヴ
ァ
県
ゴ
ル
ゴ
タ

(
C
号向。

F
H
U
B
-

E
S
)
の
車
大
エ
職
人
H
二
O
O人
等
が
こ
れ
で
あ
り
、

ま
た
、
ヴ
ラ
ン
チ
ェ
ア
県
ソ
ヴ
ェ
ジ
ャ

Q040yw
ぐ

E
R
S
)
は
熊
手
や
馬

鍬
の
生
産
地
で
あ
り
、
ア
ル
バ
県
ヴ
ィ
ド
ラ
(
ヨ
号
タ

k
g
)
ほ
羊
飼
い
の
用
い
る
木
製
容
器
の
生
産
地
で
あ
り
、
ヴ
ラ
ン
チ
ェ
ア
県

(
問
)

ネ
グ
リ
レ
シ
ュ
テ
ィ

(
Z
O

四ユ
-
Z
F
ぐ

3
5
g
)
は
チ

i
ズ
圧
搾
器
の
生
産
地
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
各
地
域
に
於
け
る
、
特
定
技
能
を
習
得
し
て
い
る
従
業
者
を
必
要
と
す
る
個
人
的
手
工
業
経
蛍
数
は
既
に
見
た
如
く
、
ほ

見
習
い
の
減
少
と
、
所
有
者
と
そ
の
家
族
の
構
成
比
の
増
加
で
あ
る
(
表
却
)
。

ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
従
業
者
の
構
成
は
大
き
く
変
化
し
て
来
た
、
即
ち
被
一
雇
傭
従
業
者
の
消
滅
な
い
し
は

一
九
七
二
年
、
全
国
の
非
組
合
員
手
工
業
事
業
所
に
は
七

困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五

O
人
の
見
習
い
が
い
ろ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
伝
統
的
手
工
芸
品
や
民
芸
品
の
生
産
を
維
持
発
展
さ
せ
る
若
年
従
業
者
の
確
保
が

(

凶

)

一
九
七
二
年
に
は
一

O
人
以
下
の
見
習
い
し
か
い
な
い
県
が
二

O
県
も
あ
る
。



年次別・個人的手工業経営従業者種類

|所有者及び家族 被 雇 用 者 | 見 習い員| 計

1955 126，391 (98.0) 1，633 ( 1. 3) 980 ( 0.8) 129，004 (100.0) 

1956 136，181 (97.7) 2，021 ( 1. 4) 1，183 (0.8) 139， 385 (100.0) 

1957 141，337 (94.1) 3，710 ( 2.5) 5，224 ( 3.5) 150，271 (100.0) 

1958 136，508 (95.0) 2，581 ( 1. 8) 4，623 ( 3.2) 143， 712 (100.0) 

1959 104，637 (96.1) 1，222 ( 1.1) 2，986 (2.7) 108，845 (100.0) 

1960 88，057 (96.5) 615 ( 0.7) 2，567 (2.8) 91，239 (100.0) 

1961 78，491 (97.0) 349 ( 0.4) 2，045 ( 2.5) 80， 885 (100.0) 

1962 57，566 (97.3) 267 ( 0.5) 1，347 ( 2.3) 59， 180 (100.0) 

1963 36，196 (98.6) 一(ー〉 520 ( 1. 4) 36，716 (100.0) 

1964 M4(987〕| 一〔ー〉 533 ( 1. 3) 40，587 (100.0) 

1965 42，402 (98.1) 一(一〉 483 ( 1. 1) 42， 885 (100.0) 

表29

こ
の
よ
う
に
各
地
域
に
於
け
る
、
部
門
に
よ
っ
て
若
干
の
差
は
あ
る
が
、
特
定

の
技
能
・
熟
練
を
必
要
と
す
る
手
工
業
の
衰
退
傾
向
な
い
し
は
消
滅
は
、
特
定
原

料
の
有
効
利
用
を
減
少
さ
せ
ま
た
特
定
の
生
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
不
足
せ
し
め

る
。
し
た
が
っ
て
各
地
域
の
消
費
協
同
組
合
が
国
営
企
業
(
中
央
所
属
・
地
域
所

属
)
か
ら
、
あ
る
場
合
に
は
輸
入
原
料
に
依
拠
し
た
、
生
産
物
を
供
給
す
る
必
要

(
凶
一
)

も
生
ず
る
。

以
上
の
如
く
、
非
組
合
員
の
個
人
的
手
工
業
経
営
は
、
既
製
服
部
門
、
木
材
加

工
部
門
、
皮
革
・
履
物
部
門
、
食
品
工
業
部
門
、
金
属
加
工
部
門
等
に
於
て
、
社

会
主
義
企
業
で
は
現
在
充
分
に
は
充
足
さ
せ
え
な
い
種
類
の
生
産
物
を
加
工
し
、

国
民
経
済
に
於
て
重
要
な
役
割
を
巣
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
家
内
労
働
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

家
内
労
働
は
特
殊
な
機
械
や
道
具
を
使
用
し
な
い
で
、
家
庭
に
於
て
積
々
の
生

産
物
を
生
産
し
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
家
庭
婦
人
が
多
い
。
民
芸
品
、

表17に同じ。

手
工
品
、
敷
物
(
械
椴
)
、
織
物
、
刺
繍
、
編
物
、
縫
製
、
仕
立
、
各
種
修
理
等
で

あ
る
。

資料

手
工
業
者
協
同
組
合
は
、
こ
の
よ
う
な
家
内
労
働
を
組
織
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
年
々
約
一

O
億
レ
イ
の
生
産
物
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
し
協
同
組
合

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

八
五



中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

八
六

(

問

)

内
で
生
産
す
る
な
ら
ば
、
作
業
用
建
物
、
道
具
等
へ
の
投
資
の
た
め
に
二
億
レ
イ
以
上
が
必
要
だ
と
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
家
内
労
働

る。 は
、
資
源
と
労
働
の
有
効
利
用
と
共
に
、
こ
れ
を
組
織
す
る
組
合
の
設
備
投
資
額
を
不
要
な
ら
し
め
る
利
点
の
あ
る
こ
と
を
も
示
し
て
い

し
か
し
、
こ
の
家
内
労
働
者
の
生
産
活
動
を
充
分
に
有
効
な
ら
し
め
る
為
に
は
、
特
に
手
工
業
的
部
分
の
多
い
生
産
の
ば
あ
い
に
は
、

(

凶

)

そ
の
集
中
化
に
よ
る
生
産
規
模
の
拡
大
を
急
い
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
ブ
カ
レ
ス
ト
市
の
一
協
同
組
合
に
於
て
は
、

一
、
八
五

O
万
レ
イ
の
生
産
物
を
生
産
す
る
為
に
は
管
理
員
、
補
助
員
等
と
し
て

二
六
人
が
必
要
と
せ
ら
れ
た
。
他
方
、
六
八
七
人
の
家
内
労
働
者
で
二
、
七
七

O
万
レ
イ
が
生
産
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
管
理
員
、
補
助
員

(

凶

)

等
は
僅
か
一
四
人
に
し
か
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
過
度
の
生
産
の
集
中
化
は
、
投
資
の
非
効
率
化
、
技
術
・
管
理
機
構
の
肥
大
化

を
も
た
ら
し
、
事
業
所
の
諸
経
費
を
増
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

(
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即

)

ハ
問
〉

〈

悶

〉

〈

瑚

)

(

凶

〉

(

凶

)

(

国

)

(

胤

)

(
川
四
)

HE.h同
・
・
匂

-
m∞-

H昌
弘
H
h崎
町
、
仇
h
H
N
q
q円
H
N
h
・
・
司

-mω-

hy.h同・・
H
M
-
m
N
-

H~忠
弘
.

L

『
虫
色

-
w

日

ν
・
日
∞
-

N
~

訳、-
L~~x.h叫

4
H
V
-
H
O

∞-

p・弘・・
H
Y
H
O
叶・

同
夜
、

4
3・
H
O寸

t∞・
む

す

び

営
者
等
の
実
際
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
諸
形
態
の
差
は
基
本
的
に
は
生
産
力
の
発
達
水
準
、
社
会
的
生
産
過

以
上
、

ル
ー
マ
ニ
ア
に
於
け
る
中
小
企
業
の
存
立
形
態
の
う
ち
、
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
、
そ
れ
に
個
人
的
手
工
業
経

程
へ
の
融
合
の
程
度
(
市
場
規
模
等
〉
、
所
属
部
門
等
の
差
に
よ
っ
て
も
た
、
り
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
具
体
的
に
は
種
々
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

業
中
心
の
原
料
供
給
・
植
民
地
国
型
産
業
構
造
の
、
革
命
後
の
重
工
業
部
門
の
比
重
の
高
い
自
立
的
「
多
面
的
」
産
業
構
造
へ
の
再
編
に

例
え
ば
こ
れ
ら
の
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
は
消
費
生
活
と
密
接
に
結
合
し
て
い
る
。
革
命
前
の
第
一
次
産
業
及
び
軽
工

伴
い
、
就
業
構
造
は
大
さ
く
変
化
し
、
更
に
宝
活
水
準
の
上
昇
を
反
映
し
て
消
費
構
造
も
大
き
く
変
化
し
た
。
消
費
資
料
の
供
給
を
担
う

国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
等
の
存
在
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
直
接
、
間
接
に
大
き
な
彬
響
を
受
け
た
。



ま
た
、
こ
の
重
工
業
化
・
産
業
構
造
の
変
化
過
程
で
、
国
首
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
等
も
、
外
貨
節
約
、
獲
得
と
い
う
課
題

の
一
端
を
担
う
に
至
る
。
し
か
し
革
命
前
比
較
的
発
達
し
て
い
た
消
費
資
料
生
産
部
門
、
軽
工
業
部
門
に
そ
れ
ら
が
位
置
し
て
い
た
と
は

い
え
、
革
命
前
か
ら
の
歴
史
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
に
対
比
し
て
生
産
力
水
準
は
相
対
的
・
一
般
的
に
低
位
で
あ

る
。
し
か
も
資
本
主
義
世
界
の
経
済
危
機
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
だ
が
社
会
主
義
は
そ
の
危
機
の
影
響
に
対
し
て
、
資
本
主
義

が
そ
の
危
機
を
弥
縫
す
る
為
に
用
い
る
の
と
同
一
の
政
策
を
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
労
働
者
に
は
常
に
労
儲
の
場

が
、
ま
た

E
常
な
賃
銀
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
営
地
域
企
業
、
手
工
業
者
協
同
組
合
等
は
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
を
前
提
と

し
て
直
接
世
界
市
場
に
商
品
を
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
間
接
的
に
は
労
働
者
、
農
民
等
に
よ
り
良
質
で
安
価
な
消
費
資
料
を

供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
市
場
と
結
合
し
う
る
が
如
き
体
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

更
に
、
経
済
的
効
率
上
昇
の
為
に
経
済
的
中
央
集
中
制
と
経
済
的
自
主
制
と
の
適
度
の
均
衡
が
必
要
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
点

に
於
て
も
国
営
地
域
企
業
及
び
手
工
業
者
協
同
組
合
等
の
存
立
は
規
定
さ
れ
る
。

国
営
地
域
企
業
、

手
工
業
者
協
同
組
合
等
は
、

基
本
的
に
は
生
産
力
の
発
達
水
準
、

社
会
的
生
産
過
程
へ
の
融
合
程
度
(
市
場
規
模

等
)
、
所
属
部
門
等
に
規
定
さ
れ
た
社
会
主
義
に
特
徴
的
な
中
小
企
業
の
存
立
形
態
で
あ
り
、
前
者
の
諸
要
因
の
変
化
に
規
定
さ
れ
変
化

す
る
過
渡
的
な
形
態
で
あ
る
と
は
い
え
、
先
の
如
き
具
体
的
諸
条
件
に
も
規
定
さ
れ
て
そ
の
変
化
は
単
純
で
も
直
線
的
で
も
な
か
ろ
う
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
形
態
の
下
に
あ
ろ
う
と
も
、

一
定
の
客
観
的
条
件
(
生
産
力
の
発
達
水
準
、
社
会
的
生
産
過
程
へ
の
融
合
の
程

度
等
)
の
下
で
の
、
中
小
企
業
の
社
会
主
義
に
於
け
る
経
済
的
位
置
・
役
割
に
は
共
通
す
る
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
本
稿
に
於
て
は
生

産
手
段
生
産
部
門
の
中
小
企
業
の
考
察
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
除
く
ル
ー
マ
ニ
ア
の
実
際
の
中
に
も
、
社
会
主
義
に
於
け

る
中
小
企
業
に
と
っ
て
共
通
す
る
経
済
的
位
置
・
役
割
は
存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

/¥ 
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中
小
企
業
の
ル
ー
マ
ニ
ア
社
会
主
義
共
和
国
で
の
経
済
的
位
置
・
役
割
に
つ
い
て

九。

ま
た
、
社
会
主
義
に
於
け
る
中
小
企
業
の
経
済
的
位
置
・
役
割
は
、
独
占
資
本
主
義
に
於
て
形
成
さ
れ
た
客
観
的
・
物
質
的
諸
条
件
に

制
約
さ
れ
る
と
は
い
え
、
独
占
資
本
主
義
に
於
で
と
は
基
本
的
に
は
呉
っ
た
原
理
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
両
社
会
に
於
て
産
業
構
造
は

高
度
化
す
る
と
は
い
え
、
独
占
資
本
主
義
に
於
け
る
産
業
構
造
は
、
独
占
資
本
の
支
配
、
個
々
の
資
本
の
極
大
利
潤
の
追
求
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
社
会
主
義
一
に
於
て
経
済
建
設
は
、
資
本
主
義
の
も
た
ら
し
た
客
観
的
・
物
質
的
諸
条
件
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ

る
と
は
い
え
、
独
占
資
本
の
除
去
を
前
提
と
し
、
個
々
の
企
業
の
利
潤
極
大
化
を
第
一
義
的
と
は
し
な
い
、
固
有
の
経
済
建
設
目
標
に
応

じ
た
産
業
構
造
の
形
成
が
追
求
せ
ら
れ
る
。
中
小
企
業
の
経
済
的
位
置
・
役
割
も
独
占
資
本
主
義
に
於
け
る
そ
れ
と
は
、
基
本
的
に
異
つ

た
原
理
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
こ
の
故
独
占
資
本
主
義
下
に
存
在
し
た
中
小
企
業
の
中
に
は
、
社
会
主
義
に
於
て
は
不
妥
と
な
る
も
の
も

生
ず
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

共
通
点
を
持
ち
、
社
会
的
分
業
の
一
環
を
担
ワ
て
い
る
と
は
い
え
、
資
本
主
義
の
中
小
企
業
と
社
会
主
義
の
中
小
企
菜
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
済
構
造
に
於
て
固
有
の
規
定
を
う
け
、
基
本
的
に
異
っ
た
原
理
に
規
定
さ
れ
た
経
済
的
位
置
・
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

尚
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
に
関
し
、

ル
ー
マ
ニ
ア
人
の
方
々
よ
り
貴
重
な
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
謝
意
を
表
し
た
い
。

〈
一
九
八
二
・
四
・
一
四
、
完
)




